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安全に関する警告について 
 
 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 
 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 
            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 
            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 
            示します。   
 

 

 安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 

 

部品番号 106419 

部品番号 106537 

部品番号 106172 

部品番号 106587 
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 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 
  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 
   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。

 

 

部品番号 106588 

部品番号 106478 

部品番号 106485 

部品番号 106171 

部品番号 106489 

部品番号 106519 
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
 機械の取り扱いで分からない事があった時、取 
  扱説明書を製品に近接して保存していないため、 
  自分の判断だけで対処すると思わぬ事故を起こ 
  し、ケガをする事があります。 
  取扱説明書は分からない事があった時にすぐに 
  取り出せるよう、製品に近接して保存してくだ 
  さい。 

 
 
 注意 
 取扱説明書に記載されている安全上の注意事項 
  や取扱要領の不十分な理解のまま作業すると、 
  思わぬ事故を起こす事があります。 
  作業を始める時は、製品に貼付している警告ラ 
  ベル、取扱説明書に記載されている安全上の注 
  意事項、取扱要領を十分に理解してから行って 
  ください。 

 
 
 警告 
 体調が悪い時、機械操作に不慣れな場合などに 
  運転すると、思わぬ事故を起こす事があります。 
  次の場合は、運転しないでください。 
  

□  過労、病気、薬物の影響、その他の理由に 
 より作業に集中できない時。 

□  酒を飲んだ時。 
□  機械操作が未熟な人。 
□  妊娠している時。 

 
 
 警告 
 作業に適さない服装で機械を操作すると、衣服 
  の一部が機械に巻き込まれ、死亡を含む傷害を 
  まねく事があります。 
  次に示す服装で作業してください。 
  

□  袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。 

 
□  ズボンや上着は、だぶつきのないものを着 
  用する。 
□  帽子を着用する。 
□  はちまき、首巻きタオル、腰タオルなどは 

 しない。 
 
 
 警告 
 機械を他人に貸す時、取扱説明書に記載されて 
  いる安全上の注意事項や取扱要領が分からない 
  ため、思わぬ事故を起こす事があります。 
  取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してください。 

 
 
 注意 
 機械の改造や、当社指定以外のアタッチメント 

・ 部品などを取り付けて運転すると、機械の破 
  損や傷害事故をまねく事があります。 
  機械の改造はしないでください。 
  アタッチメントは、当社指定製品を使用してく 
  ださい。 
  部品交換する時は、当社が指定するものを使用 
  してください。 

 
 
 注意 
 始業点検を怠ると、機械の破損や傷害事故をま 
  ねく事があります。 
  作業を始める前には、取扱説明書に基づき点検 
  を行ってください。 

 
 
 警告 
 エンジンを始動する時、トラクタの横やステッ 
  プに立ったまま行うと、緊急事態への対処がで 
  きず、運転者はもちろん周囲にいる人がケガを 
  する事があります。 
  運転席に座り、周囲の安全を確認してから行っ 
  てください。 
 エンジンを始動する時、主変速レバーを「Ｎ」 
  (中立)にして行わないと、変速機が接続状態に 

  なっているため、トラクタが暴走し思わぬ事故 

  を起こす事があります。 

  主変速レバーを「Ｎ」(中立)にして行ってくだ 

  さい。 

 急発進するとトラクタ前輪が浮き上がる事があ 
  り、運転者が振り落とされたり、周囲の人を巻 
  き込んだり、思わぬ事故を起こす事があります。 
  周囲の安全を確認し、ゆっくりと発進してくだ 
  さい。 

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動発進する時は
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 室内で始動する時、排気ガスにより中毒になる 
  事があります。 
  窓、戸などを開け、十分に換気してください。 
 ＰＴＯを切らないでエンジンを始動すると、急 
  に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガをす 
  る事があります。 
  ＰＴＯを切ってから始動してください。 
 
 
 警告 
 作業機を着脱するためにトラクタを移動させる 
  時、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 
  れてケガをする事があります。 
  トラクタと作業機の間に人を近づけないでくだ 
  さい。 
 注意 
 作業機をトラクタに着脱する時、傾斜地や凹凸 
   地または軟弱地などで行うと、トラクタが不意 
   に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。 
   平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
 作業機をトラクタから切り離す時、輪止めをせ 
  ずに行うと、作業機が暴走して思わぬ事故を起 
  こす事があります。 
  切り離す時は、必ず、スタンドを接地させ、作 
  業機の車輪に輪止めをしてください。 
 連結するトラクタによっては、前輪荷重が軽く 
  なり、操縦が不安定となって、思わぬ事故をま 
  ねく事があります。 
  トラクタへフロントウエイトを取り付け、バラ 
  ンスを取ってください。 

 
 
 危険 
 カバーのないパワージョイントを使用すると、 
  巻き込まれてケガをする事があります。 
  カバーのないパワージョイントは、使用しない 
  でください。 
 カバーが損傷したまま使用すると、巻き込まれ 
  てケガをする事があります。 
  損傷したらすぐに取り替えてください。 
  使用前には、損傷がないか点検してください。 
 トラクタおよび作業機に着脱する時、第三者の 
  不注意により、不意にパワージョイントが回転 
  し、ケガをする事があります。 
  ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて行 
  ってください。 
 カバーのチェーンを取り付けないで使用すると、 
  カバーが回転し、巻き込まれてケガをする事が 
  あります。 
  トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しない 

所に連結してください。 

 
 注意 
 最伸時の重なりが１００㎜を下回ると、ジョイ 
  ントを回転させた時、破損しケガをする事があ 
  ります。 
  最縮時の隙間が２５㎜よりも小さくなると、ジ 
  ョイントの突き上げが起きる事があり、ジョイ 
  ントの破損をまねき、ケガをする事があります。 
  適正な重なり量で使用してください。 
 パワージョイントを接続した時、クランプピン 
  が溝に納まっていないと、使用中に外れ、ケガ 
  をする事があります。 
  溝に納まっているか、接続部を押し引きして確 
  かめてください。 

 
 
 注意 
 トラクタに作業機を装着して公道を走行すると、 
  道路運送車輌法に違反します。 
  トラクタに作業機を連結しての走行はしないで 
  ください。 

 
 
 危険 
 移動走行する時、トラクタのブレーキペダルが 
   左右連結されていないと、片ブレーキになり、 
   トラクタが左右に振られ横転などが起こり、思 
   わぬ事故をまねく事があります。 
   ほ場での特殊作業以外は、ブレーキペダルは左 
   右連結して使用してください。 
 警告 
 トラクタに運転者以外の人を乗せると、トラク 
   タから転落したり、運転操作の妨げになって、 
   緊急事態への対処ができず、同乗者はもちろん、 
   周囲の人および運転者自身がケガをする事があ 
   ります。トラクタには、運転者以外の人は乗せ 
  ないでください。 
 急制動・急旋回を行うと、運転者が振り落とさ 
  れたり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ事故 
  を起こす事があります。 
  急制動・急旋回はしないでください。 
 坂道・凹凸地・急カーブで速度を出しすぎると、 
  転倒あるいは転落事故を起こす事があります。 
  低速走行してください。 
 旋回する時、内輪差により周囲の人を作業機 

 に巻き込み、ケガをさせる事があります。 
 周囲の人や障害物との間に十分な間隔を保って 
 ください。 

 側面が傾斜していたり、側溝がある通路で路肩 
  を走行すると転落事故を起こす事があります。 
  路肩は走行しないでください。 
 高低差の大きい段差を乗り越えようとすると、 
  トラクタが転倒あるいは横転し、ケガをする事 
   があります。 
  あゆみ板を使用してください。 

作業機を着脱する時は 

移動走行する時は 

パワージョイントを使用する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 
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作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガをす 
 る事があります。 
 また、物を載せて走行すると、落下し、周囲の 
人へケガを負わせる事があります。 

 作業機の上には、人や物などはのせないでくだ 
 さい。 
 注意 
 作業機への動力を切らないで走行すると、周囲 
  の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる事が 
  あります。 
  移動走行する時は、ＰＴＯを切ってください。 
 

 

作 業 中 は 
 
 
 
 危険 
 ネットを通す時やネット巻付装置を調整する時、

ネットフレーム内に手を入れると、ナイフが動 
き出しケガをすることがあります。 

 ネットフレーム内には絶対に手を入れないでく 
ださい。 

 警告 
 ＰＴＯおよびエンジンをとめずにコンベア搬 
   送部で作業を行なうと、第三者の不注意により、 
   不意に作業機が駆動され、思わぬ事故を起こす 
   事があります。ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、 
   回転部や可動 部がとまっている事を確かめて 
   行ってください。 
 運転中または回転中、オーガやローラに接触す 
   ると巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  オーガやローラに触れないでください。 
 ゲートを開ける時、後方に人がいると壁などの 
  間に挟まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください。 
  後方をよく確認してから開けてください。 
 ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
  まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください。 
  ゲートを開けて点検・整備する時は、ストップ 
  バルブをロックし、ゲートを確実に固定してく 
  ださい。 
 傾斜地で排出するとベールが転がり、巻き込ま 
  れてケガをする事があります。 
  ベールの排出は、平坦な場所で行ってください。 
 ネットを収納する時、およびネットを通す時、 
   回転部や可動部に巻き込まれ、ケガをする事が 

 あります。 
  ＰＴＯを切り、エンジンをとめてから行ってく 
  ださい。 
 作業をする時、周囲に人を近づけると、機械に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
   周囲に人を近づけないでください。 

 作業機指定のＰＴＯ回転速度を超えて作業する 
  と、機械の破損により、ケガをする事がありま 
  す。 
  指定回転速度を守ってください。 
 作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガをす 
  る事があります。 
  また、物を載せて作業すると、落下し、周囲の 
  人へケガを負わせる事があります。 
  作業機の上には人や物などはのせないでくださ 
  い。 
 傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をまね 
  く事があります。 
  低速で作業してください。 
  下り作業をする時、坂の途中で変速すると、暴 
  走する原因となります。 
  坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりてく 
  ださい。 
 わき見運転をすると、周囲の障害物の回避や、 
  周囲の人への危険回避などができず、思わぬ事 
  故を起こす事があります。 
  前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転し 
  てください。 
 手放し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、事 
  故を起こす事があります。 
  しっかりとハンドルを握って運転してください。 
 注意 
 運転中又は回転中、カバーを開けると回転物に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  カバーを開けないでください。 
 機械の調整や、付着物の除去などを行う時、Ｐ 
  ＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると、第 
  三者の不注意により、不意に作業機が駆動され、 
  思わぬ事故を起こす事があります。 
  ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
  部がとまっている事を確かめて行ってください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業する時は 
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 警告 
 トラクタから離れる時、傾斜地や凹凸地などに 
   駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事故を 
  起こす事があります。 
  平坦で安定した場所に駐車し、トラクタのエン 
  ジンをとめ、駐車ブレーキをかけて暴走を防い 
  でください。 
 トラクタから離れる時、作業機をあげたままに 
  しておくと、第三者の不注意により不意に降下 
  し、ケガをする事があります。 
  下限まで降ろしてからトラクタを離れてくださ 
  い。 
 

 
 
 

作業が終ったら 
 
 
 
 注意 
 動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の除 
  去作業などを行うと、機械に巻き込まれてケガ 
  をする事があります。 
  ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
  部がとまっている事を確かめて行ってください。 
ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
  まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください。 
  ゲートを開けて清掃する時は、ストップ 
  バルブをロックし、ゲートを確実に固定してく 
  ださい。 
 

 
 
 注意 
 作業後の点検を怠ると、作業機の調整不良や破 
  損などが放置され、次の作業時にトラブルを起 
  こしたり、ケガをする事があります。 
  作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検を 
  行ってください。 
 

 

 
 
 危険 
 ネット巻付装置を点検・調整中、ネットフレー 

 ム内に手を入れると、ナイフが動き出しケガを 
   することがあります。 
  ネットフレーム内には絶対に手を入れないで 
   ください。 
 警告 
 ネット巻付装置を調整する時、回転部や可動部 
   に巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  ＰＴＯおよびエンジンを切ってから行ってくだ 
  さい。 
 ゲートを開けての点検・整備中、不意にゲート 
   が閉まり、挟まれてケガをする事があります。 
  ストップバルブをロックし、ゲートを確実に固

定してください。 
 注意 
 機械に異常が生じた時、そのまま放置すると、 
  破損やケガをする事があります。 
  取扱説明書に基づき行ってください。 
 傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、ト 
  ラクタや作業機が不意に動き出して、思わぬ事 
  故を起こす事があります。 
  平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
 ＰＴＯおよびエンジンをとめずに点検・整備を 
  すると、第三者の不注意により、不意に作業機 
  が駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。 
  ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
  部がとまっている事を確かめて行ってください。 
 油圧の継手やホースに、ゆるみや損傷があると、 
  飛び出る高圧オイルで、ケガをする事がありま 
  す。 
  補修もしくは部品交換してください。 
  継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力を 
  無くしてから行ってください。 
 不調処置・点検・整備のために外したカバー類 
  を取り付けずに作業すると、回転部や可動部に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  元通りに取り付けてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラクタから離れる時は 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

不調処置点検整備をする時
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 適切な装着で安全な作業をしましょう。 

１－１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１. ドローバ 

トラクタとロールベーラを連結するものです。 
 
２. コンベア 
  供給される細断物を成形室に搬送します。 
 
３. パワーパッケージ 
  パワーパッケージは油圧を発生させ、油圧シリン

ダを作動させるものです。 
 
４. オーガ 

搬送される細断物をコンベアフレーム左右に移動

させるものです。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５. シャバン 

ワンマン、伴走作業時にハーベスタのシュートの

位置を合わせ、作業する事でコンベアフレーム左右

に供給します。 
 
６. 脚立取付用ブラケット 
  市販の脚立を取り付けることができます。 
 
７. パワーパッケージ・電磁弁 
  パワーパッケージは油圧を発生します。パワーパ

ッケージと電磁弁が作動すると、油圧シリンダが作

動してゲートが開閉します。 

ヒッチ 

シャバン 
パイプ 

ホッパ 

パワージョイント 

ワイドアングル側 

ドローバ 
コンベア オーガ 

脚立取付用 
ブラケット 

パワーパッケージ・

電磁弁 

１ トラクタへの装着 

右側 
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８. シャーボルト 

シャ－ボルトは、過負荷が作用した場合にトラク

タとロールベーラ本体の動力の伝達を遮断し、各部

の破損を最小限に押さえるものです。 
 

９. ローラカバー 
ベール成形時、ローラ間からのこぼれを防ぐもの

です。 
 

１０．ネットバインディング 
成形が終了したベールにネットを巻き付けるため

の装置です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１．ベールイジェクタ 

排出時、ベールの落下ショックを和らげ、後方に

転がし、ゲートの開閉を円滑に行なうものです。 
 

１２．ホッパ；サイドＵ、パイプ 
作業機左側から右側に付け替えることで、定置作 

業時、左側からの投入が可能となります。 
 

１３．ソウサボックス 
 本作業機の操作を行う

装置です。ブザーやデジ

タル表示により作業状況

のお知らせや表示も行い

ます。 
 

 
１４．ラジコン送信機 

遠隔操作で作業の開始と停止を

行う装置です。 
 

ネットカバー 

ネットバインディング 

ローラカバー ベールイジェクタ 
シャーボルト 
（Ｍ10×55） 

スタンド 

ホッパ；サイドＵ

左側 
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本製品は適切なトラクタとの連結により的確に性能

を発揮できるように設計されています。 
不適切なトラクタとの連結によっては、本製品の耐

久性に著しい悪影響を及ぼすことがあります。 
この製品の適応トラクタは次の通りです。 

 
作 業 内 容 適応 トラクタ 

定置作業   ２６～５９ｋＷ 
（３５～８０ＰＳ） 

伴走作業   ２６～５９ｋＷ 
（３５～８０ＰＳ） 

ワンマン作業 ４８～８１ｋＷ 
（６５～１１０ＰＳ） 

 
ワンマン作業は、ハーベスタに牽引し、ハーベスタ

から駆動をとって梱包作業を行ないます。 
よって、「ご使用のハーベスタ＋本製品」の動力に見

合ったトラクタが必要となります。 
 
本製品の適応トラクタより小さなトラクタで使用

すると、負荷に対し十分なパワーが出ないことがあ

ります。 
特にワンマン作業では動力に余裕を持ったトラクタ

を使用しないと作業時にハーベスタ部でのつまり等が

発生しやすくなります。 
逆に適応トラクタよりも大きなトラクタでのご使

用時には、過負荷に対し機体の適正値を超えたパワ

ーが出てしまい、作業機の破損の原因となることが

あります。 
 
 

１－３ 組立部品 

 
１－３－１．解梱 
  固定されている部品をほどいてください。 
 
１－３－２．組立部品の明細 
  梱包に同梱されている梱包明細に基づき、必要部

品がそろっているか確認してください。 
 
１－３－３．組立要領 
  各部品の組立に必要なボルト・ナット類は、梱包

明細の符号を参照してください。 
 
(1) ネットカバーの取り付け 

  ネットカバー（左右）の４箇所をニギリ、サラバ

ネで取付けます。 

(2) シャバン；Ｕの組立 

シャバン；Ｕの６箇所をボルト、ナットで取付け 
ます。 

 
 

シャバンの組立は、高所作業となりますので 
十分注意して作業を行なって下さい。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１－２ 適応トラクタの範囲 

  取扱い上の注意 
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１－４ トラクタへの装着 

 
１－４－１．ドローバへの連結 
 
 
・作業機を連結させるためにトラクタを移動させ 
る時、トラクタと作業機の間に人がいると、挟 
まれてケガをする事があります。 

 トラクタと作業機の間に人を近づけないでく 
ださい。 
 

 
 
・作業機をトラクタに連結する時、傾斜地や凹凸 
地または軟弱地などで行うと、トラクタが不意 
に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

・装着するトラクタによっては、前輪荷重が軽く 
  なり、操縦が不安定となって、思わぬ事故をま 
  ねく事があります。 
  トラクタへフロントウエイトを取り付け、バラ 
  ンスをとってください。 
 

 
(1) 作業機のスタンドハンドルを回し、トラクタ側ド

ローバの連結点の高さに合わせてください。 

 
 
スタンドの高さ調整範囲は３５０ｍｍとなっ 

ています。調整範囲を超えた使用は破損の原因 
となります。高さ調整範囲を守ってください。 
  

 
(2) トラクタのエンジンを始動し、静かに後退し、ド

ローバにヒッチカンを入れてください。 

(3) ドローバおよびヒッチカンの連結点の穴を合わせ

て、トラクタのエンジンをとめ、駐車ブレーキをか

けてください。 

(4) トラクタ付属のヒッチピンを通し、リンチピンな

どで抜け止めをしてください。 

(5) スタンドハンドルを回し、スタンドが地面から離

れるまで締めてください。 

(6) リンチピンを外し、ピンを抜いてから、スタンド

を持ち上げて、スタンド格納時の位置となるように

ピンを差し、リンチピンで抜け止めをしてください。 

 
 
 
 
 
 
 

ワンマン作業する場合、上記同様の手順で本機を

ハーベスタへ連結してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１－４－２．電装品の取付 
 

 
・トラクタに電装品の結線をする時、エンジン  
キーをＯＦＦにしないで行うとショートする 
事があります。 
エンジンキーをＯＦＦにして行ってください。 

 
 
(1) テールランプの配線・接続 

本作業機は、トラクタと連動するテールランプを

装備しています。 
電装品はトラクタとコネクタで接続します。 
トラクタ側の外部電装品取り出し口がＤＩＮ規格

7Ｐコネクタで装備されている場合は、そのまま作

業機側コネクタをトラクタ側コネクタに接続してく

ださい。 
 

         
 
 
 
 
 
 
 

・ 警 告  

 ・ 注 意 

  取扱い上の注意 
  取扱い上の注意 
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 また、トラクタ側に外部電装品取り出し口が装備 
されていない場合は、別途トラクタ側コネクタの電

気配線が必要となります。 
作業機側コネクタの配線は下図の通りです。なお、

コネクタは接続面方向から見ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 電源取り出しコードの配線・接続 

①電源取り出しコード（コード；３５００）はトラ

クタのバッテリコードと共締めします。 

バッテリから－側のバッテリコードを外し、次

に＋側のバッテリコードを外します。 
②＋側バッテリコードのナットを外し電源取り出し

コードの＋側を取り付け、ナットを組み込みます。 

③＋側バッテリコードをバッテリターミナルの＋側

に差し込みナットを締め付けます。 

④－側電源取り出しコードも同じ手順でバッテリタ

ーミナルの㊀側に取り付けます。 

⑤電源取り出しコードの極性は赤色が＋で黒色が－

です。 

 
 
 
・バッテリからバッテリコードを外すときは（－） 
 側から外し、取り付けるときは（＋）側から行っ

てください。 
 もし、逆にすると作業中工具がトラクタに接触 
した時火花が生じ、火災事故の原因になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・必要電圧は、１２Ｖです。電圧を確認してから 
接続してください。 

・電源取り出しコードはたるまないよう、トラク 
タ本体に配線してください 

・電源取り出しコードをバッテリに接続する 
際＋－を間違わないでください。 

・電源取り出しコードは、スター純正品を使用し 
てください。 

 
 
(3) セイギョボックスの取付け 

セイギョボックスは本機右側ドローバ部に取り付

けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①セイギョボックスの固定されたボックスベースを

ドローバ部のリベットに差込み、ニギリを締め付

けて固定してください。 

②セイギョボックスとコード類のコネクタ（５点)

を嵌め合わせてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・コネクタは、ロックがかかるまでしっかりと嵌 
め合わせてください。 
 

 

 ・ 注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

セイギョボックス 

 

赤 

黒 ヒューズ 
（30Ａ） 

コード；3500 

セイギョボックス 

ボックスベース 

リベット 

ニギリ 
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(4) ソウサボックスの据え付け 

①コード；ソウサボックスをトラクタ側座上近くま

で引き込み、ソウサボックスと接続します。 

②コード；３５００とコード；ＣＮ２Ｐ×6500を接続

します。 

③ソウサボックスの裏面にマグネットがついていま

す。操作のしやすい場所で平らな面に据え付けて

ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・コード；３５００と作業機側コードの接続は、 
ソウサボックスの電源スイッチを切った状態 
で行ってください。 

・使用しない時は必ずコード；３５００と作業機 
側コード（コード；ＣＮ２Ｐ×6500）を外してく 
ださい。バッテリあがりの原因となります。 

・作業機側コードは、作業機の動きに順応できる 
余裕を持たせ、又、他の部位に引っ掛からない 
ようにたるみをとり固定してください。 

・ソウサボックスの据え付けが不完全な場合、機 
体の振動などにより、脱落の恐れがあります。 
確実に据え付けてください。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１－５  パワージョイントの装着 

 
 
 
・カバーのないパワージョイントを使用すると、 
 巻き込まれてケガをする事があります。 
 カバーのないパワージョイントは、使用しない 
でください。 

・カバーが損傷したまま使用すると、巻き込まれ 
てケガをする事があります。 
損傷したらすぐに、取り替えてください。 
使用前には、損傷がないか点検してください。 

・トラクタおよび作業機に着脱する時、第三者の 
 不注意により、不意にパワージョイントが回転 
し、ケガをする事があります。 
ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンを切ってか 
ら行ってください。 

・カバーのチェーンを取り付けないで使用すると、 
カバーが回転し、巻き込まれてケガをする事が 
あります。 
トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しない 
所に連結してください。 
 

 
 

 
・最伸時の重なりが100mmを下回ると､ジョイン 
トを回転させた時、破損しケガをする事があり 
ます。 

・最縮時の隙間が25mmよりも小さくなると、 
ジョイントの突き上げが起きることがあり、ジ 
ョイントの破損をまねき、ケガをする事があり 
ます。 
適正な重なり量で使用してください。 
 

 
１－５－１．長さの確認方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・ 危 険 

 ・ 注 意  

  取扱い上の注意 

最縮時25mm以上のすきま

最伸時100mm以上の重なり 

コード；３５００ エンチョウコード； 
 ＣＮ２Ｐ×６５００ 

コード；ソウサボックス

ソウサボックス 
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←トラクタＰＴＯ軸     作業機ＰＩＣ軸→ 
 

（１）作業機をけん引しながら前進し、トラクタと作 
  業機がほぼ一直線になった状態で停止してくださ 
  い。 
（２）パワージョイント（アウタ）から、パワージョ 
  イント（インナ）を引き抜いてください。 
（３）ピン付ヨークのクランプピンを押して、それぞ 
  れのパワージョイントをＰＴＯ軸、ＰＩＣ軸に連 
  結し、クランプピンが元の位置に出るまで押し込 
  んでください。 
（４）安全カバー同士を重ね合わせた時、パイプ（ア 
  ウタ）とパイプ（インナ）の重なり量が１００㎜ 
  以下の場合は、販売店に連絡し、長いパワージョ 
  イントと交換してください。 
（５）ＰＴＯ軸およびＰＩＣ軸からパワージョイント 
  のアウタとインナを取り外してください。 
（６）作業機をけん引しながら旋回し、作業機ドロー 
  バ側面とトラクタ後輪が接触する寸前で停止して

ください。 
（７）ピン付ヨークのクランプピンを押して、パワー 
  ジョイントをＰＴＯ軸、ＰＩＣ軸に連結し、クラ 
  ンプピンが元の位置に出るまで押し込んでくださ 
  い。 
（８）安全カバー同士を重ね合わせた時、安全カバー 
  （アウタ）と安全カバー（インナ）がオーバーラ 
  ップする位置に目印を付け、さらにオーバーラッ 
  プした長さに５０㎜を加えた位置に印を付け、こ 
  の印からカバー端部までの長さを切断方法の手順 
  に基づき切断してください。 
 
 
 
   パワージョイントを上下に重ね合わせた時、ト 
 ラクタ後輪に接触し、ほぼ直線状にならない場合 
 は、作業機ドローバ側面とトラクタ後輪の間隔が 
 広くなるようにトラクタを移動してください。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１－５－２．切断方法 
（１）安全カバーのアウタ・

インナ両方を長い分だ

け切ります。 

 
 
 
（２）切り取った同じ長さを

パイプの先端から計り

ます。 

 
 
 
 
（３）パイプのアウタとイン

ナ両方を金ノコまたはカ

ッターで切断します。切断

する時は、パイプの中に

ウエスを詰め、パイプ内

面に切り粉が付着する

のを防いでください。 

 
（４）切り口をヤスリなどでなめらかに仕上げてから

パイプをよく清掃し、次にグリースを塗布して、

アウタとインナを組み合わせます。 

 
１－５－３．安全カバーの 

     脱着方法 

(1) 安全カバーの分解手順 
① 固定ネジを取り外し 
てください。 

 
 
② 安全カバーを取り外 
し位置へ回してくださ 
い。 

 
 
 
③ 安全カバーを引き抜 
いてください。 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

 

パイプツキヨーク（アウタ） 

パーワージョイント（アウタ）

クランプピン 

ピンツキヨーク 

安全カバー 
（アウタ） 

チェーン 安全カバー 
（インナ） パワージョイント 

（インナ） 
ワイドアングル側 

クランプピン 
ピンツキヨーク 

ＣＶヨーク 
パイプ（インナ）
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④ スライドリングを取 
り外してください。 

 
 
 
 
(2) 安全カバーの組立手順 
① ヨークのスライドリ 
ング溝とパイプ（イン 
ナ）にグリースを塗っ 
てください。 

 
 
② スライドリングのつ 
ばをパイプ側に向け、 
切り口を開いて溝には 
めてください。 

 
 
 
③ その上に安全カバー 
をはめてください。 

 
 
 
 
④ カバーをしっかりと 
まるまでまわしてくだ 
さい。 

 
⑤ 固定ネジを締め付け 
てださい。 

 
 
１－５－４．パワージョイントの連結 
（１）ピン付ヨークのクランプピンを押して、ワイド

アングル側をトラクタのＰＴＯ（ワンマン作業で

はハーベスタ側）、他方を作業機のＰＩＣ軸に連結

し、クランプピンがもとの位置に出るまで押し込

んでください。 

 
 
・パワージョイントを接続したとき、クランプピ 
ンが軸の溝に納まっていないと、使用中に外れ、

ケガをする事があります。 
溝に納まっているか、接続部を押し引きして確 
かめて行ってください。 

・パワージョイントの取り付け方向が逆の場合、 
ジョイントが破損し、ケガをすることがあり 
ます。 

  
 
 

（２） 安全カバーのチェーンを固定した所に取り付け、

カバーの回転を防いでください。 

 
 チェーンは３点リンクの動きに順応できる余裕を

持たせ、また他へのひっかかりなどがないように余

分なたるみを取ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 ・ 注 意  

安全カバー チェーン 
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 機械を調子よく長持ちさせるため、作業前に必ず行

いましょう。 
 

２－１  運転前の点検 
 
２－１－１．トラクタ各部の点検 
 トラクタの取扱説明書に基づき、点検を行ってくだ

さい。 
 
２－１－２．連結部の点検 
 トラクタのドローバと作業機のヒッチカンがトラク

タ付属のヒッチピンで連結され、リンチピン等で抜け

止めが確実にされているか。 
不具合が見つかった時は、「１-４トラクタへの装

着」（Ｐ12）の説明に基づき不具合を解消して下さい。 
 

２－１－３．パワージョイントの点検 
(1) ジョイントの抜け止めのクランプピンが軸の溝に

納まっているか。 
(2) ジョイントカバーのチェーンの取付に余分なたる

みはないか。また、適度な余裕はあるか。 
(3) ジョイントカバーに損傷はないか。損傷している

時は、速やかに交換してください。 
(4) 不具合が見つかった時は、「１-５パワージョイン

トの装着」（Ｐ14）の説明に基づき不具合を解消し

てください。 
 
２－１－４． 製品本体の点検 
(1) 各部取付ボルトにゆるみはないか。 

又、ピン類の脱落はないか。 
ドローバ、フレームの取付け部やホイールナット

など特に重要な部分のナットに緩みがないか入念に

点検して下さい。 
ホイールナットに不具合が見つかった時は、表に

基づき適正締付トルクにして下さい。 
 

＜ホイールナットの締付トルク＞ 
ホイールナットサイズ Ｍ16×1.5 

締 付 ト ル ク 210～230Ｎ･ｍ 
（2140～2350kgf･cm） 

 
(2) タイヤの亀裂、損傷はないか。 

また、タイヤの溝深さは適正か。異常摩耗はない

か。不具合が見つかった時は部品を交換して下さい。 
 
 

(3) タイヤの空気圧は適正か。 
不具合が見つかった時は表に基づき空気を補充し

て下さい。 
 

タイヤサイズ 空気圧 

10／80－12－6PR ２５０kPa 
（2.6kg/c㎡） 

 
(4) シャーボルトは切断されていないか。 

切断している場合は、「５－２－２．シャーボルト

の交換要領」（Ｐ33）の説明に基づきシャーボルト

を交換して下さい。 
(5) ローラチェーンの張りは適正か。 

不具合が見つかった時は、「５－２－１．ローラチ

ェーンの張り調整」（33）の説明に基づき調整して

下さい。 
(6) コンベアベルトの張りは適正か。 

不具合が見つかった時は、「５－２－３．コンベア

ベルトの張り調整」（Ｐ34）の説明に基づき調整し

て下さい。 
(7) ローラカバーは外れていないか。 

外れていた時は「４－１－１．清掃について」(Ｐ
30)の説明に基づき取り付けて下さい。 

(8) ネットは正常に装着されているか 
不具合が見つかった時は、「３－３－１．ネットロ

ールの装着と交換」(Ｐ22)の説明に基づき装着して

ください。 
(9) ナイフアームはスタート位置にあるか。 

不具合が見つかった時は、「５－２－６．ナイフア

ームのセット調整」(Ｐ34)の説明に基づき調整して

ください。 
(10) 油圧配管系統（油圧ホース･油圧金具･油圧シリン

ダ・油圧ブロックなど）で破損又は油漏れはないか。 
不具合が見つかった時は、「６-１ 不具合処置一

覧表」（Ｐ46）の説明に基づき処置してください。 
(11) 給油装置のリザーブオイルタンクにオイルが十

分入っているか。 
オイルが足りない時は、「２-３ 給油箇所一覧表」

（Ｐ19）の説明に基づき給油してください。 
(12) 各部の給油・注油・給脂は十分か。 

不具合が見つかった時は、「２-３ 給油個所一覧

表」（Ｐ19）の説明に基づき給油してください。 
(13) ネットの予備はあるか 
 

２ 運転を始める前の点検 
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・ＰＴＯを切らないでエンジンを始動すると、急 
に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガをす 
る事があります。 
ＰＴＯを切ってから始動してください。 

 
 
２－２－１．駆動系統の点検 
パワージョイントから作業機本体までに異常はない

か。不具合が見つかった時は「５-２各部の調整」（Ｐ

33）の説明に基づき不具合を解消してください。 
 
２－２－２．電気系統の点検 
 
 
・電動シリンダとセンサ類の動作確認の際は、必 
ずＰＴＯを停止してください。予期せぬ動作に 
よりけがをする恐れがあります。 

・動作中はシリンダが動きます。手や指などを挟 
まぬよう、十分注意して行ってください。 

・動作確認を行う際、ソウサボックスは常に手元 
に用意し、緊急の際には電源を切ってください。 

 
 
 
・使用しない時は必ず電源取り出しコードと作業 
機側コードを外してください。バッテリ上がり 
の原因となります。 

・電源を入れ直す際は、電源スイッチを切った状 
態を１秒以上保持したのち、再度スイッチを入 
れてください。保持時間が短いとエラーが発生 
する場合があります。 

 
 

(1) ソウサボックスの電源は正常に入るか 
ソウサボックスの「電源スイッチ」を「オン」側に

倒し、電源を入れてください。電源が正常に入ると、

初めに２桁の数字が点灯(約０．５秒間)します。 
 

(2) 電動シリンダとセンサ類は正常に作動するか。 

「５-３電気系統の調整と点検」（Ｐ37）の説明に基づ

き、動作確認を行ってください。 
 
２－２－３．油圧系統の点検 
 

 
・ゲートを開ける時、後方に人がいると壁などの 
間に挟まれ、ケガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないでください。 
 後方をよく確認してから開けてください。 

 
・ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
まれ、ケガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないでください。 
・ゲートを開けて点検・調整・清掃する時は、 
ストップバルブをロックし、ゲートを確実に固定

してください。 
 

 
 
・油圧継手やホースに、ゆるみや損傷があると、 
飛び出る高圧オイルあるいは作業機の急な降下 
で、ケガをする事があります。 

 補修もしくは部品交換してください。 
継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力を 
無くしてから行ってください。 

 
 
(1)ゲート開閉の確認 

①ソウサボックスの電源を入れ、「作業選択」ツマミを

「手動」～「全自動」に合わせます。 
②トラクタのエンジンを始動し、ＰＴＯを回します。 
③ソウサボックスのゲート開閉スイッチを操作し、ゲ

ートが開閉することを確認します。 
 
(2)リリーフバルブ圧力の確認 

①トラクタのエンジンをかけます。 
②ＰＴＯを入れ、回転数を５４０ｒｐｍに合わせます。 
③圧力を一度開放します。ソウサボックスの「ゲート」

スイッチを操作し、一度ゲートを開き、再び閉じま

すます。「数値表示」部に表示される数値が「０．５」

以下になったことを確認してください。 
④ゲートを加圧します。スイッチを閉側へ操作し、そ

のまま保持して下さい。 
⑤スイッチを保持すると、やがてソウサボックスの状

態表示部に表示される数値が上昇します。 
⑥数値が上昇して安定したらスイッチから手を離しま

す。このときに表示されている数値がリリーフバル

ブの設定圧で２．０～４．０の範囲にあれば適性で

す(単位はＭＰａ、メガパスカル)。 
  リリーフ圧が適性範囲にない場合は、「５－２－

１１．リリーフバルブ圧力の調整」(Ｐ36)に基づき

リリーフバルブ圧力を調整するか、「５－４－２．ソ

ウサボックスによる設定変更の仕方」(Ｐ42)に基づ

き設定値を調整してください(リリーフ圧が２．０未

満の場合は「コンベア起動圧」設定値を下げる、圧

力がが４．０を上回る場合は「ベール成型終了圧力」

設定値を上げる)。 
 

２－２  エンジン始動での点検 

 ・ 警告 

 ・ 警 告 

  取扱い上の注意 

 ・ 注 意 

 ・ 警 告  
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２－２－４．給油装置の点検 
(1) オイルタンクにオイルが入っているか確認してく

ださい。 
(2) ソウサボックスのスイッチを操作し、コンベアテ

ンションプレートを数回作動させます。 
(3) 各ブラシから適量給油されているか確認してくだ

さい。給油量が適量でない時は、「５－２－９．給油装

置の調整」(Ｐ35）の説明に基づき調整してください。 
 

 
 

○ 給油・塗布するオイルは清浄なものを使用してください。 
○ グリースを給脂する場合、適量とは古いグリースが排出され、新しいグリースが出るまでです。 
○ 出荷時には、十分給油してありますが、使用前に確認してください。 

※ １．コスモ石油［コスモギヤ－ ＧＬ－５ ８０Ｗ－９０］又は相当品をお使いください。 
※ ２．パワージョイントのクランクピン摺動部には、オイルを注油し、又、ＰＴＯ軸、ＰＩＣ軸、パワージョ

イントのスプライン部には、グリースを塗布してください。 
※ ３．コスモ石油［コスモハイドロＨＶ ４６］又は相当品をお使いください。 

２－３  給油箇所一覧表 

 
No. 

 
給 油 場 所 

 
箇所 

 
潤滑油の種類 

 
交換時間 

 
給油量 

 
備   考 

① ギヤボックス １ 
ギヤオイル※１ 
ＳＡＥ 90 
ＡＰＩ ＧＬ－５ 

１００時間 
又は 
１シーズン 

1.0 ℓ   

② ゲート支点 ２ グリース；２号 使用ごと 適量 グリースニップル 
③ 

 
スプロケット 

 
１ 

 
〃 

 
〃 〃 〃 

④ 
 
テンションアーム支点 

 
３ 〃 〃 〃 〃 

⑤ 
 
コンベア駆動軸 

 
２ 〃 〃 〃 〃 

⑥ オーガ駆動軸 ２ 〃 〃 〃 〃 

⑦ 
 
コンベア駆動 
テンションアーム 

 
１ 〃 〃 〃 〃 

⑧ 
 
テンションアーム 
（イジェクタ）支点 

 
２ 〃 〃 〃 〃 

⑨ ハウジング ２ 〃 〃 〃 〃 

⑩ 
 
ラッチ 

 
１ 〃 〃 〃 〃 

⑪ 
 
ストッパ 

 
１ グリース塗布 〃 〃  

⑫ クランクアーム支点 １ オイル注油 〃 〃  
⑬ 

 
アーム支点 

 
２ 

 
〃 〃 〃  

⑭ ローラ支点 ４ グリース；２号 〃 〃 グリースニップル 
⑮ 

 
パワ－ジョイント 

 
－ 

 
〃 

 
〃 〃 ※２ 

⑯ 
 
リザーブオイルタンク 

 
１ 

ギヤオイル※１ 
ＳＡＥ 90 
ＡＰＩ ＧＬ－５ 

 
使用ごと 
補充 

 
最大 

1.5 ℓ  

タンクに表示してあ

るＭＡＸの線は本作

業機と関係なし 

⑰ パワーパッケージ １ 耐摩耗性油圧作動油 
ＩＳＯ ＶＧ４６※３ 100時間ごと 1.7ℓ   

⑱ スタンド ２ グリース；２号 １シーズン 適量 グリースニップル 

⑲ その他軸受・滑動部 － グリース又はオイル 使用ごと 適量  
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 １．ギヤボックス     ２．ゲート支点    ３．スプロケット    ４．テンションアーム支点 
 
 
 
 
 
 
 
５．コンベア駆動軸                ６．オーガ駆動軸      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

グリースニップル グリースニップル 

グリースニップル 

グリースニップル 

グリースニップル 

グリースニップル 

11 

12 

12 

   

グリースニップル 
 

グリースニップル 給油口 

8.テンションアーム支点  9.ハウジング 
11.ストッパ 
12.スタンド 

10.ラッチ 
12.クランク 
 アーム支点 

13.アーム支点 14.ローラ支点 

15.パワージョイント 16.リザーブオイルタンク 

グリースニップル  17.パワーパッケージ 

ドレーン 

給油口 

8, 5･7, 6, 1,   17 

15 
 

9～14 

3～5,7,16 
2,4 

18 

7.コンベア駆動 
テンションアーム 
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３－１  本製品の使用目的 
 
１． 本製品は、ハーベスタによって刈り取られたデン

トコーン、トウモロコシの梱包作業に使用します。 
これ以外の目的には使用しないでください。 

２．雨降り時や濃霧状態で水分が多くなる場合や、ぬ

かるみのあるほ場、湿気の高いほ場では、作業を行

わないでください。 
ほ場が良く乾き、適正な水分で、梱包後早期にラ

ッピング作業を行ってください。 
 
 
 
１．原料水分は７０％前後に調整 

 刈り取りは、水分含量や栄養価等の面から黄熟 
期が適しているといわれています。 
また、原料水分が高いと廃汁が発生します。こ 
れは作業機に影響を及ぼし、梱包後ラップした 
ベールのラップ内にも溜まってしまいます。 
廃汁は栄養面でのロスにつながるため摘期の収 
穫が重要です。 
雨降りや濃霧の場合、水分が多くなるので作業 
は行わないでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２．ハーベスタでの切断長は１０ｍｍ前後で 

 切断長が１５mmを超えると、梱包密度が低下 
することになります。 
ハーベスタの切断刃の研磨、シェアバーとのス 
キマ調整は定期的に行なってください。 
研磨、スキマ調整は、ご使用のハーベスタの取 
説明書を読み行なってください。 
 

３．梱包後は早期密封 

 密封が遅れると、品質劣化を招く恐れがあります。 
 梱包排出後は速やかにラップしてください。 
 
４．密封後のフィルムの損傷穴は必ず補修 

 誤ってフィルムに傷をつけたり、穴があいた場 
合は、必ず補修をしてください。 
そのままにしておくと、カビの発生や腐敗の原 
因となります。 

 
４．確実な保管 

 貯蔵場所は水はけの良い場所を選び、鳥・ネ 
ズミ・虫などの害から守るため、ネットで覆 
ったり、薬剤を撒くなどの工夫が必要です。 

 また、ベールは必ず縦置きにしてください。 
 横置きにすると、ベールが大きく変形し雨水 
や空気が進入する原因となります。 
 

 

３－２ ソウサボックス各部の名称 
 

３ 作業の仕方 

 良質なサイレージ作りをするために 

状態表示部 

作業選択ツマミ 

電源スイッチ 

スタート・ストップスイッチ 
操作スイッチ 

作業機側 

ゲート開スイッチ 
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・本書にて説明されていない操作は、絶対に行わ 

ないで下さい。機械が予期せぬ動作をしたり、 

プログラム上の設定値が書き換わり、正常な動 

作を行えなくなる場合があります。 

・必要のない場合は必ずトラクタのＰＴＯとエ 
ンジンを止めてください。予期せぬ動作により、

機器を破損したり、けがをする恐れがあります。 
  

 
 
・使用しない時は必ずコード；３５００と作業機 
側コード（コード；ＣＮ２Ｐ×6500）を外してく 
ださい。バッテリあがりの原因となります。 

・電源スイッチのオフ／オンを行う際は、「オフ」 
の状態を1秒以上保持した後、電源を再度入れ 
てください。保持時間が短いとエラーが発生し 
ます。 

・ソウサボックスの据え付けが不完全な場合、機 
体の振動などにより、脱落の恐れがあります。 
確実に据え付けてください。 

・各スイッチを同時に操作しないでください。 

・ソウサボックスは水濡れ厳禁です。 
・「ナイフリセット」や「ネット巻付け」動作中は、

スイッチ操作を受付けませんのでご注意さい。 
・動作を途中で停止したい場合は、トラクタのＰ 
ＴＯとエンジンを停止し、ソウサボックスの電 
源を切ってください。 

 
 
 
・ソウサボックスの電源を切っても、コンベアや 
ローラなどの動作は停止しません。動作を緊急 
に停止する際は、必ずトラクタのＰＴＯとエン 
ジンを停止し、ソウサボックスの電源を切って 
下さい。 

 
 

 

３－３ 作業開始前の準備 
 
３－３－１．ネットロールの装着と交換 
 

 
・ネットロールはスター純正の次のものを使用 
してください。 
     ＮＥＴ１０２０ 
純正品以外を使用した場合、取付不可・切断 
不良・巻付き発生などの原因となり、故障につ 
ながる可能性があります。 

・装着の際、ネットロールがずれぬよう、前側に 
寄せた状態で装着してください。 
また、スチールローラ、ゴムローラ、スロープ

などネットが通過する箇所に付着したものを必

ず取り除いてください。 
 

 
 
 
・ブレーキアームが動作する際は、手や指などを 
挟まぬよう十分ご注意ください。 

 
 
ネットロールの装着、交換方法はＰ23ページをご覧

下さい。 
予備ネットは本機左側ドローバ部のケースに収納し、

ゴムロープで固定してください。 
 

  取扱い上の注意 

 ・ 警 告 

  取扱い上の注意 

 ・ 注意  

 ・ 警 告 
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装着交換完了後、ネット巻付けスイッ

チを押し、再度巻付けを行う
 

ネット装着  ネット交換  

ＰＴＯを止め、回転部や可動部が 
止まっているのを確認 

ソウサボックスの電源スイッチを入れる 

ソウサボックスのネット交換スイッチを押す 

ソウサボックスのネット交換スイッチを押す 

ネットを装着する 

装着、交換完了 

ロ ー ラ
スチールローラ 

パ イ プ

ネットロールを上図の方向にセットし、

ケーシング内のパイプまでネットを寄

せ、パイプの下、２本のローラの上を通

します。ネットの先端は、ゴムローラと

スチールローラの間に広げて垂らして下

さい 

ネットの通し方 

ネット交換スイッチ 

１． 電源スイッチを一度切ってから

「オン」側にする 
２． スタート・ストップスイッチを

押して作業再開する スタート・ストップ 
スイッチを押して 

作業再開 

ベール形成途中の場合 

作業開始準備 

ネットロールの装着と交換 

巻き付け作業中にネットが無くなった場合 

ソウサボックスの電源スイッチ

を一度切る 

電源スイッチ 

ネットを装着する際、スチールローラ、ゴム

ローラ、スロープなどネットが通過する箇所

に付着したものを必ず取り除いてください。 

注意 
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・ホッパ内に細断物を満載にした状態で走行し 
ないでください。 

 作業機が転倒し、けがをする事があります。 
・ソウサボックスの電源を切っても、コンベアや 
ローラなどの動作は停止しません。動作を緊急 
に停止する際は、必ずトラクタのＰＴＯとエン 
ジンを停止し、ソウサボックスの電源を切って 
ください。 

・運転中または回転中、ユニバーサルジョイント 
やコンベア・オーガなどの回転部分に接触する 
と巻込まれ、ケガをする恐れがあります。周囲 
に人を近づけないで下さい。また、点検の際に 
は必ずＰＴＯおよびエンジンを切ってください。 

・コーンなど投入物の手供給は大変危険ですので、

絶対に行わないで下さい。 
・作業機各部のコーンや異物を除去する際は、必 
ずＰＴＯおよびエンジンを切ってください。 

・トラクタの操作については、必ずご使用になる 
トラクタの取扱説明書をお読みください。 

 
 
３－４－１．作業体系 
 本作業機への細断物の供給方法によって、「定置作

業」、「ワンマン作業」、および「伴走作業」の３つの作

業体系があります。 
 
(1)定置作業 

 
 ボンネットダンプまたはローダバケット等で荷受け

した細断物を直接コンベア部に投入し梱包作業を行な

います。 
適応トラクタは、２６～５９ｋＷ（３５～８０Ｐｓ）

です。 
 
 
 
 

(2)ワンマン作業 

 
 
・ワンマン作業を行なうには、ハーベスタに牽引機.
構と動力取り出し軸が必要です。ハーベスタの操 
作方法は、ご使用になるハーベスタの取扱説明書 
をご覧ください。 

・使用するトラクタは動力に余裕を持たせてくだ 
さい。ベール成形終了付近になって本機駆動部の 
シャーボルトが切断されたり、ハーベスタ刈り 
取り部でつまりが発生する原因となります。 
 

 
ハーベスタの後部に本製品を連結し、刈り取り、梱

包作業を１台のトラクタで行ないます。 
適応トラクタは、４８～８１ｋＷ（６５～１１０ 

Ｐｓ）です。 

 
 
(3)伴走作業 

 
ワンマン作業と異なり刈り取り、梱包作業を２台

別々のトラクタで行ないます。 
適応トラクタは、２６～５９ｋＷ（３５～８０Ｐｓ）

です。 
 
 

３－４  作業要領 
  取扱い上の注意 

 ・ 警 告 
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３－４－２．作業の流れと基本的な使い方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全自動：作業開始後、ベールを排出しゲートを閉じる

までの一連の動作が自動で行われます。ラジ

コンを使用する場合は全自動に合わせます。 
自動 ネット巻付まで： 

    作業開始後、ネット巻付け終了までの動作が

自動で行われます。その後、スイッチ操作に

よりベールを排出します。 
手動 ：作業開始、ネット巻付け、ベール排出をスイ

ッチ操作で行います。 
 

 
 
 ソウサボックスは 2 ケタのデジタル数値表示と

ブザーを備えており、状態をお知らせします。 
①通常の表示 
 中央のデジタル数字は、通常は「ゲート圧力」を、

ネット巻きつけ中はネット繰出しローラの回転数

を、その他、状況に応じてエラーや警告番号を示し

ます。 
②動作のタイミングのお知らせ 
 作業開始、満量検出、ネット巻付け終了など作業

のタイミングをブザーでお知らせします。全自動以

外は満量時、又はネット巻付け終了後にブザーが鳴

り続けますので、状況に応じた操作(ネット巻付け、

ベール排出など)を行ってください。 
③作業上の警告 
 ブザーが短く「ピッ、ピッ、ピッ」と鳴り、警告

番号が点滅表示されます。番号の種類と内容は「６ 
不調時の対応」をご覧ください。 

④エラー発生時 
 エラーが発生するとブザーが「ピーッ、ピーッ、

ピーッ」と鳴り続け、エラー番号が点滅表示されま

す。エラー番号の種類と対応方法は「６ 不調時の

対応」をご覧ください。 
 

 
 
 本作業機はホーンとパトライトを備えており、 
状態をお知らせします。 

①ホーンのタイミング 
・作業開始時  (短い間欠音) 
・巻付け終了後～ベール排出まで (連続音） 
・エラー発生時 (長い間欠音) 
②パトライトのタイミング 
・作業(ベール成形)開始時および中断時 
・ベール成形終了～ベール排出または 
            ゲート閉操作を行うまで 
・巻付けスイッチ操作時～ベール排出までまたは 
            ゲート閉操作を行うまで 
・エラー発生時 
 

 

手順1 エンジン始動               

 トラクタのエンジンを始動します。 
 

手順２ ソウサボックスの設定           

①ボックスの電源を入れます。 
②作業選択ツマミを「手動」～

「全自動」のいずれかに合わ

せます。 
 
 

 
手順１ エンジン始動 

 手順２ ソウサボックスの設定 

 手順３ ＰＴＯ始動 

 
手順４ 作業開始 

 手順５ ベール成形完了 
    →ネット巻付け 
 

 手順６ 巻付け終了 
    →ベール排出 

手順４からの繰り返し 

  作業選択の種類 

  ソウサボックスの表示とブザーについて 

  ホーンとパトライトのについて 
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手順３ ＰＴＯ始動                

 ＰＴＯを接続します。回転数は５４０rpmに設定し

ます。 

手順４ 作業開始                 

 
 
・作業を開始する前に、ベール 1 個が出来る分量の

細断物を予めホッパに投入してから作業を開始し

てください。ベール成形にかかる時間が長くなる

と、細断物が成型室内で攪拌され、良好なベール成

形が出来なくなる場合があります。 
 成型室内に供給し、ベール成型が終了しなかった場

合は、ＰＴＯ回転数を低速にして、次の投入を待つ

ようにして下さい。 
 
 

①作業開始 

 「スタートストップ」スイッチを押し、作

業を開始します。「全自動」を選択している

場合は、送信機の「A」ボタンで作業を開始

することもできます。 
②作業開始の合図 
 ソウサボックスのブザー同時に、作業機側ホーンが

「ピッ、ピッ、ピッ、ピッ」と４回鳴ります。 
③電動シリンダのリセット動作 
 作業機の状態に応じて、コンベア・ネット繰出し・

ブレーキ・ナイフリセットの各電動シリンダのリセッ

ト動作が行われます。リセット動作中は、「スタートス

トップスイッチ」が点滅します。 
④ゲートの加圧 
リセット動作が終わると「スタートストップ」スイ

ッチが点灯、コンベア起動圧力を超えるまでゲートを

閉じる方向へ油圧がかけられ、ゲートが加圧されます。 
ゲートが開いている場合、ホーンが鳴りゲートが閉

じます。 
⑤コンベア起動、ベール成形開始 
 ゲート圧力が起動圧力に達すると、コンベアが起動

します。 
 
 
・作業を中断すると、再開時に成型室内でベールが 
回らなくなる場合があります。 
やむを得ずベール成形作業を中止する場合は、ス 
タートストップスイッチか送信機のＢボタンを 
押すと作業が中止されます。再開するときは再び 
スタートストップスイッチを押してください。 
成型室内に供給し、ベール成型が終了しなかった 
場合は、ＰＴＯ回転数を低速にして、次の投入を 
待つようにして下さい。 

 

 
 
・作業を中断すると、再開時にベールが成型室内で

回らなくなる場合があります。ベール1個が出来

る分量の細断物を予めホッパに投入してから作

業を開始し、作業の中断は極力避けて下さい。 
 

 

手順５ ベール成形完了・ネット巻付け       

①ネット巻付け 
 成型室が一杯になると、ゲート圧力が急激に上昇し

ます。圧力が成型終了圧力に達する(満量)とブザーが

鳴り、コンベアが停止します。 
自動、全自動の場合 
 作業選択ツマミを「自動｣「全自動」に合わせている

場合は、続けて自動でネット巻付けが行われます。 
手動の場合 
 「手動」の場合は、コンベアの停止後、ブザーがな

り続けて操作を促します。ネット巻付けスイッチを押

してネット巻付けを行ってください。 

 
 
 
・満量後はパトライトが点灯します。満量後に細断 
物を投入すると、ネット巻付け時やベール排出時 
にオーガ付近の細断物が崩れ、排出時の零れが多 
くなります。定置作業時はパトライト点灯中は細 
断物の投入を行わないでください。 

 
 
 
・巻付け中に表示される数字は、ネットの繰出しを 
行うゴムローラの回転数を示し、通常は巻付け終 
了時点で７０前後となります。終了時の回転数が 
規定値（５５）を下回るとエラー「１０」が発生 
します。エラーの詳細は「６ 不調時の対応」(Ｐ46)
を参照してください。 

 
 
 
・巻付け中はスタートストップスイッチによる作 
業中止は受け付けません。また、送信機のＢボタ 
ンを押した場合は、ネット巻付けが終了した時点 
で作業が中止されます。 

 
 

  作業開始の前に 

 定置作業時はパトライト点灯中は投入しない 

 ネット巻付け中の表示 

  ベール成型中止の仕方 

 ・ 注 意 

  巻付け中止の仕方 
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②ネットの二度巻きの仕方 
 「手動」または「自動･･･」を選択している場合、ネ

ット巻きつけ終了後に「ネット巻付け」スイッチを押

すと、ナイフリセット動作の後、再度ネット巻付けを

行うことが出来ます。細断物の水分条件が悪くベール

の成形が悪い場合、二度巻きを行うことで成形を改善

できる場合があります。 
 
③追詰めの仕方 
 手動を選択している場合、満量後ブザーが鳴りコン

ベアが停止しますが、そのときに「スタートストップ」

スイッチを押すと、スイッチを押している間コンベア

が稼動します。 
 追詰めにより、作業の最後にホッパ内に残ったコー

ンを送り込むことが出来ますが、追詰めを続けると過

度の負荷がかかり、シャーボルトが切断します。追詰

めは少量に止めてください。 
 
 
・過度の追詰めはシャーボルトの切断につながり 
ます。 

 
 

手順６ 巻付け終了・ベール排出       

 巻付けが正常に終了すると作業機側ホーンが鳴り続

けて周囲に注意を促します。 
①全自動の場合 
 「作業選択」ツマミを「全自動」に合わせている場

合は、続けて自動でベール排出が行われます。 
 ベールが開き、センサがベールの排出を検出すると

ホーンが停止し、ゲートが閉じて一連の作業が終了し

ます。 
②自動の場合 
 「手動」「自動」の場合は、巻付け終了後、ブザーが

なり続けて操作を促します。「ゲート」スイッチを「開」

側に操作すると、自動でベール排出が行われ、一連の

作業が終了します。 
③手動の場合 
 「手動」「自動」の場合は、巻付け終了後、ブザーが

鳴り続けて操作を促します。 
 手動の場合、ベール排出は自動とはなりません。「ゲ

ート」スイッチを操作してベールを排出してください。 
 

 
・ベールの密封が遅れると、品質劣化を招く恐れ 
があります。梱包排出後は速やかにラップして 
ください。 

 

 
 
・手動でのゲート開操作または操作後の待機中、セ 
ンサがベール排出を検出するとホーンとパトラ 
イトが停止します。また、ゲート閉操作を行った 
場合は、排出検出にかかわらず停止します。 

 
 
 
・自動排出動作中は、スタートストップスイッチか 
送信機のＢボタン、もしくはゲートの動きと逆側 
のスイッチ操作(ゲート開動作中は「閉」操作)を 
すると動作が中止されます。中止後はゲート開閉 
スイッチ操作によりベールの排出を行ってくだ 
さい。 

 

手順４からの繰り返し               

 続けて作業を行う場合は、手順４からの操作を繰り

返します。 
 
３－４－３ 個別に操作する場合 
 以下の操作は、作業選択ツマミの「自動 ネット巻付

けまで」「全自動」を選択している場合も操作すること

ができます。ソウサボックスの電源を投入しスイッチ

を操作して下さい。 
①ゲート開閉 
 ゲートを開閉します。ゲートが閉じた状態でスイッ

チを「閉」方向に保持すると、やがてリリーフバルブ

がはたらき「状態表示」部に表示されるゲート圧力が

上昇します（ゲートの加圧)。 
 実際に作業するにはＰＴＯの回転が必要です。 
②ネット巻付け 
 「ネット巻付け」スイッチを押すとネット巻付けを

行います。巻付け終了後の動作は「３－４－２．作業

の流れ 手順6巻付け終了・ベール排出 ｣(Ｐ27)と同じ

で、「作業選択」ツマミに応じて動作します。 
 ＰＴＯが回転していない場合やネットがセットされ

ていない場合、成型室にベールが入っていない場合は

エラー「１０」が発生します。 
③コンベア切替 
 「コンベア動作切替」スイッチを押すごとにブザー

が鳴り、コンベアの間欠・連続動作が切り替わります。

ブザーが「ピッ、」と1回鳴った場合は連続動作、「ピ

ッ、ピッ、」と2回鳴った場合は間欠動作となります。 
 切替は、コンベア動作中も行うことが出来ます。 
④ネット交換 
 ｢ネット交換」スイッチを押すと、ネットを抑えるブ

レーキアームが開き、もう一度押すと閉じます。アー

ムが開いている間は「９９」が点滅してお知らせしま

す。アームは作業開始時に自動で閉じますが、ネット

ロールの落下を防ぐため、ネットの設置後はスイッチ

を押してアームを閉じてください。 

  取扱い上の注意 

 ・ 注 意 

  ベール排出中止の仕方 

 ・ 警 告 
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３－４－４ ラジコン送信機の操作と動作 
 
 
 
 
 
 
Ａ『開始』ボタン 
 ソウサボックスで「全自動」を選択しているときの

み、ベール成形作業を開始します。 
Ｂ『停止』ボタン 
 作業を中止します。ネット巻付け中、ナイフリセッ

ト中は、動作が終了した時点で作業が中止されます。

ソウサボックス側で「手動」「自動 ネット巻付けま

で」を選択している場合も有効です。 
電源ランプ 
 Ａ・Ｂの各ボタンを押した時に点灯します。 
アンテナ 
 引き出すことも可能ですが、作業時には収納した状

態で使います。 
電池 
 電池は市販のＣＲ２０３２（３Ｖ）を使用します。

交換は、ラジコン送信機の電池蓋を取外し行います。 
 

３－４－５．作業の種類による注意事項 
(1)定置作業の注意事項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・作業を開始する前に、ベール1個が出来る分量 
の細断物を予めホッパに投入してから作業を開 
始してください。ベール成形にかかる時間が長く 
なると、細断物が成型室内で攪拌され、良好なベ 
ール成形が出来なくなる場合があります。 

 成型室内に供給し、ベール成型が終了しなかった 
場合は、ＰＴＯ回転数を低速にして、次の投入を 
待つようにして下さい。 

 

 
 定置作業では、オーガ部でのブリッジ現象やコンベ

アベルトのスリップを防ぐため、コンベアは間欠運転

で動作します。 
 圃場条件などにより、左側から投入したい場合は、 
①シャバンを取り外す。 
②作業機右側ホッパ部の延長部分（ホッパ；サイドU）

と正面部のパイプを外し、左側に付け替えることで

左側からの投入が可能になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・満量後はパトライトが点灯します。満量後に細断 
物を投入すると、ネット巻付け時やベール排出時 
にオーガ付近の細断物が崩れ、排出時の零れが多 
くなります。定置作業時はパトライト点灯中は細 
断物の投入を行わないでください。 

 

Ａ「開始」ボタン 

Ｂ「停止」ボタン 

アンテナ 

電池：ＣＲ２０３２ 

電源ランプ 

  作業開始の前に 

 定置作業時はパトライト点灯中は投入しない 

ホッパ；サイドＵ 

パイプ 
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シャバン 

(2)ワンマン作業の注意事項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①刈取り作業を始める前にゲート開閉（加圧操作は 

しない）してください。 
②ソウサボックスの表示が「２.０未満」になっている

（コンベアが動作していない）ことを確認してから

刈取り作業を行なってください。 
③ハーベスタでホッパに吹き入れ、ある程度の細断物

をためてから成形作業を開始（手順4 作業開始）し

てください。 
 
 ハーベスタのシュートはホッパ上部にあるシャバン

（三角錐の部分）の中心付近にあわせ、細断物がシャ

バンにあたっていることを確認しながら作業を行って

ください。左右どちらかにずれたまま作業を続けると、

ベールの仕上がりが悪くなり、作業ロスの増加やサイ

レージの品質低下に

つながります。また

圃場での旋回はハー

ベスタが細断物を吹

き終わるのを待って

から旋回してくださ

い。 
 
(3)伴走作業の注意事項 

 ワンマン作業と同様、ホッパ内にある程度の細断物

をためてから作業を開始(手順４ コンベア起動)して

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
細断型ロールベーラ側のトラクタは、ハーベスタ側

のトラクタの左やや後方につけて作業してください。 
ワンマンの場合と同様、ハーベスタのシュートをシ

ャバンの中心付近にあわせ、細断物がシャバンにあた

っていることを確認しながら作業を行ってください。 
ハーバスタからの吹き出しがシャバンから極端にず

れた場合は、ベーラ側のトラクタが車速を調整しシャ

バンにあたるようにして下さい。 
 

 
・ハーバスタのトラクタとの横方向の間隔にも 
注意してください。トラクタ同士が接触する恐 
れがあります 

 
 

 ・ 注 意 
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長持ちさせるために、手入れは必ずしましょう。 

 
 
・ＰＴＯおよびエンジンをとめずにコンベア搬送 
部で作業を行なうと、第三者の不注意により、 
不意に作業機が駆動され、思わぬ事故を起こす 
事があります。ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、

回転部や可動部がとまっている事を確かめて行 
なってください。 

・ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
まれ、ケガをする事があります。 
周囲に人を近づけないでください。 
ゲートを開けて清掃する時は、ストップバルブ 

をロックし、ゲートを確実に固定してださい。 
 

 
 
・動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の除 
去作業などを行なうと、機械に巻き込まれてケ 
ガをする事があります。 

 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
部がとまっている事を確かめて行なってくだ 
さい。 
 

 

４－１ 作業後の手入れ 
 
４－１－１．清掃について 
  作業後は必ず機体の清掃を行ない機体内に残った

材料や付着物を全て取り除いてください。 
材料が残ったままにすると、二次発酵を起こし次作

業時の材料と混ざり品質の低下を招く恐れがありま

す。 
また、機体の腐食により破損や劣化を早める事に

なります。 
 
(1) スロープの清掃 

 
 

 
 作業終了後は、ネットバインディング部のスロープ

およびゴムローラ・スチールローラを清掃して下さい。

付着物が残っていると、ネット巻付け時にネットが正

常に繰出されず、エラーが発生する場合があります。 
 
(2) ローラカバーの開け方 

 

 
左右両側２ヶ所のレバーを起こし開けてください。 
閉めるときはローラカバーを所定の位置に合せ、

レバーを倒してください。 
ローラカバーはフロント側４ヶ所、ゲート側３ヶ

所の計７ヶ所です。 
 
  
・ローラカバーのレバーを倒した直後に突然カバ 
ーが開く恐れがあります。開けるときはカバー 
を押さえながら行なってください。 

 
 
(3) ゲートの落下防止 

 ゲートを開けて清掃する際は、ストップバルブによ

り確実に固定して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(4) セイギョボックスの取り外し 

 セイギョボックスは取り付けたときと逆の手順で作

業機から取り外してください(「１－４－２．電装品の

取付」(Ｐ12)参照)。

 
・運転中または回転中、ローラに接触すると巻き 
込まれ、ケガをする事があります。 

 運転中または回転中はローラカバーを開けない 
でください。 

 

 
・ストップバルブをロックしていても、油圧ホー 
スの破裂などによりゲートが落下する危険があ 
ります。 

 

 ・ 警告 

 ・ 注 意  

４ 作業が終わったら 

 ・ 警告  

  取扱い上の注意 

スロープ 

 ・ 警告  
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４－１－２．機体の手入れについて 
(1)ボルト、ナット、ピン類の緩み、損傷はないか、又、

破損部品がないか確認してください。 
異常があれば、ボルトの増締め、部品の交換をして

ください。 

(2)各部の給油箇所は｢２-３ 給油箇所一覧表｣(Ｐ19)に
基づき給油してください。  

(3)ＰＴＯ軸、ＰＩＣ軸、ジョイントスプライン部など

塗装されていない露出部は、さびを防ぐためグリー

スを塗布してください。 
(4)「３－３－１．ネットロールの装着と交換」(Ｐ22）
の説明に基づき作業機よりネットを外しておくか、

同じ要領でブレ－キアームを解除し、ネットロール

を矢印方向に回転させネットを緩ませてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４－２ トラクタからの切り離し 
 
 
・作業機をトラクタから切り離す時、傾斜地や凹 
凸地または軟弱地などで行うと、トラクタが不 
意に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。

平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
・作業機をトラクタから切り離す時、輪止め 
をせずに行うと、作業機が暴走して思わぬ 
事故を起こす事があります。 
切り離す時は、必ず、スタンドを接地させ、作 
業機の車輪に輪止めをしてください。 

 
 
１．ＰＴＯを接続してゲートの開閉操作を行い、ソウ

サボックスの表示が「０．５」以下になったこと

を確認してください。 
２．トラクタのエンジンをとめ、駐車ブレーキをかけ

てください。 
３．作業機の車輪に輪止めをしてください。 
４．トラクタからパワージョイントを外してください。 
５．電装品の作業機側コネクタをトラクタ側コネクタ

から外してください。 
６．ソウサボックスから作業機側のソケットを外して

ください。ソケットは付属のキャップを取り付け

てください。ボックスは住居室内にて保管して下

さい。 
７．セイギョボックスを作業機から取り外してくださ

い。ボックスは住居室内にて保管して下さい。 
８．作業機のスタンドを立て、ヒッチプレートがトラ

クタのドローバから浮き上がるまで、スタンドハ

ンドルを回してください。 
９．ヒッチピンの抜け止めやピンを外し、ヒッチピン

を抜いてください。 
10．トラクタのエンジンを始動し、静かに前進させ、

トラクタのドローバからヒッチプレートを外して

ください。 
11．取り外したヒッチピンは、抜け止めピンとともに、

保管してください。 
ハーベスタからの切り離しも上記同様の動作で行

なってください。 
 

４－３ 長期格納する時 
 
１．機体各部の清掃をしてください。 
２．摩耗した部品、破損した部品は、交換してくださ

い。 
３．「２-３ 給油箇所一覧表」（P19）に基づき、油脂

を補給してください。 
また、回転、回動支点およびパワージョイントの

クランプピンを含む摺動部には注油し、ＰＴＯ軸、

ＰＩＣ軸、パワージョイントのスプライン部には

グリースを塗布してください。 
４．塗装損傷部を補修塗装または油を塗布し、さびの

発生を防いでください。 
５．格納は風通しのよい屋内に保管してください。 
６．やむをえず屋外に保管するときは、シートを掛け

てください。 
７．機械よりネットを外し、風通しの良い屋内に保管

してください。 
８．ソウサボックス、セイギョボックスは住居室内に

保管してください。 
 
 
 

 ・ 注 意  

ブレーキアーム ネット 

ネット弛ませる 

ネット出しておく 
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 調子よく作業するために、定期的に点検・整備を行

いましょう。 
 機械の整備不良による事故などを未然に防ぐために、

「点検整備一覧表」に基づき、各部の点検・整備を行

い、機械を最良の状態で、安心して作業が行えるよう

にしてください。 
 シャーボルト、ネット、は消耗品となっています。 
摩耗、折損、消耗した時は交換、補充してください。 
ネットバインディング装置部等、上部の点検・調整

には、脚立等を使用し行なってください。 
 
 
・ネット巻付装置を点検・調整中、ネットフレー 
ム内に手を入れると、ナイフが動き出しケガを 
することがあります。 

 ネットフレーム内には絶対に手を入れないでく

ださい。 
 

 
 
・本機を点検・調整する時、回転部や可動部に巻 
き込まれ、ケガをする事があります。 

 ＰＴＯおよびエンジンを切ってから行ってくだ 
さい。 

 

 
 
 
・ゲートを開けての点検・整備中、不意にゲートが

閉まり、挟まれてケガをする事があります。 
 ストップバルブをロックし、ゲートを確実に固定

してください。 

 
 
・機械に異常が生じた時、そのまま放置すると、 
破損やケガをする事があります。 
取扱説明書に基づき行ってください。 

・傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、ト 
ラクタや作業機が不意に動き出して、思わぬ事 
故を起こす事があります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

・ＰＴＯおよびエンジンをとめずに点検・整備を 
すると、第三者の不注意により、不意に作業機 
が駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。 
ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
部がとまっている事を確かめて行ってください。 

・油圧の継手やホースにゆるみや損傷があると、 
飛び出る高圧オイルでケガをする事があります。 
補修もしくは部品交換してください。 
継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力を 
無くしてから行ってください。 

・不調処置・点検・整備のために外したカバー類 
を取り付けずに作業すると、回転部や可動部に 
巻き込まれ、ケガをする事があります。 
元通りに取り付けてください。 
 

５－１ 点検整備一覧表 
 

時    間 チ ェ ッ ク 項 目  処       置 

新品使用１時間 
全ボルト・ナットのゆるみ 
ローラチェーンのテンションスプリングの 
ゆるみ 

増し締め 
調整 

作業前 
作業後 

機械の清掃 
ネットロール消耗 
給油装置オイル消耗 
タイヤ空気圧 10／80－12－６ＰＲ 
ボルト・ナット・ピン類のゆるみ、脱落 
駆動系の異常音・異常振動 
パワ－ジョイント、カバー、チェーン破損 
回転部・可動部の給油、注油、給脂 
各部調整 

 
補充 
リザ－ブオイルタンクに補給 
250kPa、2.6 kgf / cm2 
増し締め・部品の補給 
「６-１ 不調処置一覧表」（Ｐ46）に 
基づき処置交換 

 
「５-２ 各部の調整」（Ｐ33）に基づき調整 

シーズン終了後 

破損部 
各部の清掃 
塗装損傷部 
回動支点・ピン等の摩耗 

補修 
 
塗装または油塗布 
部品交換 

５ 点検と整備について 

 ・ 注 意  

 ・ 警 告  

 ・ 危険 
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５－２ 各部の調整 
 
５－２－１．ローラチェーンの張り調整 
ローラチェーンは、使用するにつれて少しずつ伸び

が生じます。 
円滑な動力を伝達するために、ローラチェーンの張

り調整を行なってください。 
特に、最初の使用では初期伸びが生じますので、使

用後に必ず張り調整を行なってください。 
 

(1) ローラ駆動部 

 ローラチェーンの張り調整は、スプリング長さをボ

ルト・ナットで調整して行ないます。 
 各部のスプリング長さは次の通りです。 
    Ａ＝６５ｍｍ 
    Ｂ＝６５ｍｍ 
    Ｃ＝６５ｍｍ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) オーガ駆動部 

 ボルトをゆるめ、テンションローラを動かしてロー

ラチェーンの張りを調整し、ボルトを締めてください。 
 張りの強さは、ローラチェーンの中央部を指で押し

てたわみ量が15ｍｍになるのが適正です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) ネット駆動スプロケット 

 ネットの繰り出し駆動は、ゲート側ローラ駆動のロ

ーラチェーンより伝達されています。 
 チェーンの掛かりが弱いときはボルトをゆるめ、ナ

イロンプレート部を押し上げて調整してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) パワーパッケージ駆動部 

 パワーパッケージ取付け部のボルトをゆるめ、パワ

ーパッケージを動かしてチェーンの張りを調整してく

ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５－２－２．シャーボルトの交換要領 
 過負荷から守るためローラ駆動にシャーボルトを装

備しています。 
 シャーボルトは本機左側のカバー内部にあり、過負

荷時に切断し、各部が停止しますので、原因を取り除

いてシャーボルト（Ｍ10×55）を交換してください。 
 
 
・シャーボルト切断の原因を取り除かずに新しい 
シャーボルトを取り付けても、再度、切断され 
ます。必ず原因を調べ、その原因を取り除いて 
から交換してください。 

・当社指定外のシャーボルトを使用すると、過負 
荷に対し切断されず機体各部の破損原因になっ 
たり、正規の使用状態にもかかわらず、すぐに 
シャーボルトが切断される事があります。 
当社指定のシャーボルトを使用してください。 

・当社指定のシャーボルトを使用していても、高 
速回転でＰＴＯクラッチを入れたり、本作業機 
の適正回転以外で使用すると、シャーボルトが 
切断される事があります。 
ＰＴＯの接続は、低速回転で接続後、本作業機 
の適正回転数にセットして作業してください。 

 

  取扱い上の注意 

ボルト 

ナイロンプレート 

12mm  15ｍｍ 

取付けボルト 

パワーパッケージ 
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５－２－３．コンベアベルトの張り調整 

 コンベアベルトは使用するにつれ伸びが生じます。

張りが弱くなると、作業時コンベアベルトがスリップ

する原因となります。 
 左右に取り付けられたテンションボルトのナット２

個を緩め、テンションボルトを締めこむとベルトが張

られ、テンションボルトを緩めるとベルトがたるみま

す。 
ベルトはたるみすぎない様に調整してください。 
 

      初期値    
Ａ＝ ８０ｍｍ ～ １１０ｍｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
５－２－４．Ｖベルトのストッパ、シリンダベース

の調整 
(1) Ｖベルトがつれ回る場合はベルトカバーとベルト

ストッパをＶベルトと軽く接触する程度まで調整し

てください。 
ベルトカバーはネット駆動部に１ヶ所、ベルトス

トッパはコンベア駆動部に４ヶ所、ネット駆動部に

２ヶ所あります。 
(2) コンベア部のＶベルトがすべる場合は、シリンダ

「伸」側の磁気センサの位置を調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(3) ネットバインディング部のＶベルトがすべる場合

は、電動シリンダが取り付けられているベース部ナ

ットをゆるめ、ボルトでベース部の調整をしてＶベ

ルトの張り量を調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５－２－５．Ｖベルトテンションスプリングの調整 

テンションスプリングの長さＡは、コンベア駆動

部で 40ｍｍ、 ネットバインディング駆動部で 45
ｍｍに調整してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５－２－６．ナイフアームのセット調整 
 
 
・ネット巻付装置を点検・調整中、ネットフレー 
ム内に手を入れると、ナイフが動き出しケガを 
することがあります。 
ネットフレーム内には絶対に手を入れないでく 
ださい。 

 
 
(1) ボタンボルトを軽くゆるめ、アーム先端のラッチ

がストッパに掛かる様にストッパの位置を仮決めし

ます。 
(2) ゴムローラとクランクアームをつなぐロッドをク

ランクアームから取り外します。 
(3) クランクアームを左右に動かしシャフトを回転さ

せて、ラッチがストッパから外れるようにボルトで

ストッパの位置の調整を行ないます。 

 ・ 危 険 

テンションボルト 

ナット 

ネットバインディング駆動部 

コンベア駆動部 

「伸｣側

「縮｣側

磁気センサ 

ベルト 
ストッパ 

 ６ｍｍ 
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(4)ソウサボックスの「スタートストップ」スイッチを

押すとナイフリセットが実行されます。 
ラッチがストッパに掛かった事を確認してください。 

(5) ストッパが掛からないときは上記手順で再度調整

し直してください。 
 
５－２－７．ナイフとシャバーの調整 
 
 
・ネット巻付装置を点検・調整中、ネットフレー 
ム内に手を入れると、ナイフが動き出しケガを 
することがあります。 
ネットフレーム内には絶対に手を入れないでく 
ださい。 

 
 
  ロックボルトを１／２回転程度緩めてからボルト 
 でナイフとシャバーのスキマがなくなるように調整 
 してください。 
  シャバーは裏返しても使用できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５－２－８．ネットブレーキスプリングの調整 
ブレーキアーム部のスプリング長さは、100ｍｍに

調整してください。スプリングを伸ばすとブレーキは

弱まり、縮めるとブレーキは強くなります。 
また、ブレーキアームとピン取付け部のナイロンナッ

トは、がたつきの無い様に締め上げてください。寸法

の目安は20ｍｍ程度です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ブレーキスプリングを強くしすぎるとネット繰 
出し失敗の原因となります。スプリングの調整 
は不調処置の場合に行なって下さい。 

・ブレーキアームとピンはがたつきの無い様に閉 
めてください。 
がたつきがあると、ネット巻付け時、ネットロ 
ールを押さえる力がうまく掛からなくなります。  

 
５－２－９．給油装置の調整 
本作業機に装備されている給油装置は、コンベアの

動作に連動した自動給油装置です。 
給油ポンプは本機右側、分配器は左側にあります。 
 

 
・給油装置はコンベア間欠運転時には作動しない 
様に設定してありますが、シリンダの戻り量を 
変更すると給油装置が作動する場合があります。 
作動する場合は、給油量を押さえて作業を行な 
ってください 
 

 
(1) ソウサボックスからコンベア駆動部の電動シリ 
ンダを動かして、各ブラシからの供給油量をブンパ

イキの調整ネジＢで調整します。調整後、ロックナ

ットを締めてください。 
 

ロックボルト 
ボルト 

ナイフ 

シヤバー 
白丸マーク 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

 ・ 危 険 

クランクアーム 

ロッド アーム 

ラッチ 
ボルト 

ストッパ 

ボタンボルト シャフト

ゴムローラ 
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・ブンパイキはアルミニウム製のためロックナッ 
トを締めすぎるとネジ部が破損することがあり 
ます。 
ロックナットを締めすぎないよう、注意して下 
さい。 
 

 
(2) ローラチェーンのオイルが乾きやすいときは、給

油ポンプ取付けベースの位置を斜め上方向の位

置に調整してください。 
 
 
・リザーブオイルタンクに指示されているオイル 
の上限位置は、作業機とは関係ありません。 
補充時は、タンクいっぱいまで（最大1.5リッ 
トル）オイルを補充してください。 
 

 
５－２－１０．ベールイジェクタの調整 
スプリング長さをボルト・ナットで調整して行ない

ます。 
ワイヤ両端のロッドの長さは、ゲート上部（ロッド

とナット）とゲート下部（ロッドとクレビス）で寸法

が異なります。 
各部のスプリング、ロッドの長さは次の通りです。 
ワイヤ   Ａ＝ ４２ ｍｍ 
ワイヤ   Ｂ＝ １５２ｍｍ 
スプリング Ｃ＝ ４２ ｍｍ 
スプリング Ｄ＝ ４０ ｍｍ 

 
 
・ワイヤ、スプリングの調整は左右等しく行なっ 
てください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５－２－１１．リリーフバルブ圧力の調整 
 圧力の確認の仕方は、「２－２－３(2)リリーフバル

ブ圧力の確認」(Ｐ18)を参照して下さい。 
 圧力の調整は、作業機右側、フロントフレーム上部

にある油圧ブロック部調整ネジで調整できます。調整

ネジ部のナットを緩め、ネジ部を回し調整してくださ

い。適切な作業を行うためには、圧力が２．５～４．

０ＭＰａの範囲になるよう調整してください。 
 工場出荷時は以下のように設定されています。 
  コンベア起動圧    ：２．０ＭＰａ 
  リリーフバルブ圧力  ：３．０ＭＰａ 
  成型終了圧（満量圧） ：５．０ＭＰａ 
 
 
 
 
 
 

ブンパイキ 調整ネジＢ 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

油圧ブロック 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 

Ｂ 
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５－３ 電気系統の調整と点検 
 
 
 
・電動シリンダとセンサ類の動作確認の際は、必 
ずＰＴＯを停止してください。予期せぬ動作に 
よりけがをする恐れがあります。 

・動作中はシリンダが動きます。手や指などを挟 
まぬよう、十分注意して点検・調整を行って 
ください。 

・電動シリンダの動作を緊急に停止するには、ソ 
ウサボックスの電源を切ってください。 

・動作確認を行う際、ソウサボックスは常に手元 
に用意し、緊急の際には電源を切ってください。 
 

 
 
・使用しない時は必ずコード；３５００と作業機 
側コードを外してください。バッテリ上がりの 
原因となります。 

 
 
５－３－１．電装品の配置 
(1) 作業機右側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 作業機左側後方 

 
 
 
 
 
 
 
 

(3) 作業機前方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５－３－２．ナイフリセットシリンダの動作確認と

センサの調整 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1)ナイフリセットシリンダの動作確認 

①トラクタのＰＴＯの停止します。 
②ソウサボックスの電源スイッチを一度切ります。 
③ソウサボックスの電源スイッチを入れます。 
④「作業選択」ツマミを「手動」～「全自動」に合わ

せます。 
⑤「ネット巻付け」を押すと、ナイフリセット動作が

行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 初めに電動シリンダが伸び、アーム図の｢リセット

後の位置｣をやや超えた後、再び元の位置まで縮みま

す。このとき、アーム先端のラッチがストッパにかか

り、図のリセット後の位置（バインディングナイフが

リセットされた状態）で保持されます。 
 ナイフリセットが終わるとブザーが鳴り、続けてネ

ット巻付け動作が行われます。動作を確認したら、ブ

ザーがなった時点で電源を切ってください。 
 

 ・ 警 告 

  取扱い上の注意 

ジキセンサ 

ナイフリセット 
シリンダ 

テールランプ 

 
ストッパ 

ラッチ 

アーム 
(ネット切断後の位置) 

アーム 
 (リセット後の位置) 

繰出しセンサ・ パトライト・ 
ラジコン受信機 

圧力センサ 

コンベア 
駆動シリンダ 

ジキセンサ 

セイギョボックス 

ゲート閉センサ 

繰出しシリンダ 

ブレーキセンサ 
(カクドセンサ) 

(キンセツスイッチ) 

テールランプ 

ブレーキシリンダ 

(キンセツスイッチ) 
ベール排出センサ 

パワーパッケージ・ 
電磁弁 

ホーン 
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(2)ナイフリセットシリンダとジキセンサの調整 

 電動シリンダの伸びる量が少ないと、アームの移動

量が不十分となり､ラッチがストッパにかからず、ナ

イフがリセットされなくなります。その場合は、シリ

ンダ縮側センサの位置を調整してください。 
 また、電動シリンダの縮む量が少ないと、ネット巻

付け時、ナイフの動作が不十分となりネットが切断さ

れなくなります。その場合は、シリンダ縮側センサの

位置を調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・電動シリンダがストロークエンドに達すると、 
「ガガガガ」と異音を発生します。センサの調 
整はシリンダの稼動範囲内で行なってくだ 
さい。 

 
 
５－３－３．コンベア駆動シリンダの動作確認とセ

ンサの調整  
(1) コンベア駆動シリンダの動作確認 

 次の手順でコンベアの強制起動を行い、シリンダの

動きを確認して下さい。 
①トラクタのＰＴＯの停止します。 
②ソウサボックスの電源スイッチ入れます。 
③作業選択ツマミを「手動」～「全自動」に合わせま

す。 
④スタートストップスイッチを押し続けて下さい。初

めに作業開始の合図があり、約４秒後にもう一度ソ

ウサボックスのブザーが鳴ります。 
⑤スイッチから手を離すと、コンベアが起動します。 
 
※スタートストップスイッチをもう一度押すとコンベ

アが停止します。 
※コンベア動作切替スイッチを押すとコンベアの動作

（連続送り、間欠送り）が切り替わります。 
 
(2) コンベア駆動シリンダのジキセンサの調整 

 ジキセンサの位置を調整することにより、電動シリ

ンダの伸縮量を調整することができます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５－３－４．ブレーキシリンダの動作確認  
 ネット交換操作を行い、シリンダの動きを確認しま

す。 
①ソウサボックスの電源スイッチ入れます。 
②作業選択ツマミを「手動」～「全自動」に合わせま

す。 
③ネット交換スイッチを押すとブレーキアームが開き、

もう一度押すと閉じます。 
 
５－３－５．繰出しシリンダの動作確認 
 ネット巻付け操作を行い、シリンダの動作を確認し

ます。 
①トラクタのＰＴＯを停止します。 
②ネットロールを装着します（「３－３－１．ネットロ

ールの装着と交換」（Ｐ22）参照） 
③ソウサボックスの作業選択ツマミを「手動」～

「全自動」に合わせます。 
④ネット巻付けスイッチを押すと、ブザーが鳴り、

ナイフセット動作に続いてネット巻付け動作が

行われます。 
 
 
・トラクタのＰＴＯを停止して、「ネット巻き付」 
を行なうと、実際の繰出しが行なわれないため、 
操作終了後に必ず「エラー10」が発生します。 
発生後は、ソウサボックスの電源スイッチを 
｢ＯＦＦ｣の位置にし、再度、電源スイッチを入 
れてください。 

 
 
５－３－６．キンセツスイッチの調整 
 キンセツスイッチ（繰出しセンサ、ゲート閉センサ）

の先端と非検出体（ボルト先端）との距離は、3ｍｍ

となるよう調整してください。 
ソウサボックスの電

源が投入されている

とき、キンセツスイッ

チが反応すると、スイ

ッチの確認ランプ（、

赤いランプ）が点灯し

ます。 

 
 

ストッパに 
かからない 作動が不十分 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

３ｍｍ 
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５－３－７．ベール排出センサの調整 
 ベール排出センサは、ゲートを開いた状態で、次の

ように調整して下さい。調整時は必ずストップバルブ

を閉じ、ゲートを固定してください。 
 ①通常(ベールイジェクタが上昇し、テンションアー

ムが上昇した状態)は反応しない 
 ②ベールイジェクタを下降すると(ベールが排出さ

れ、テンションアームが下がった状態)反応する 
 
 反応の確認方法は「５－３－１０．メンテナンスモ

ードの使い方」を参照してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５－３－８．ソウサボックスの初期設定 
 本作業機に付属のソウサボックスには、製品出荷時

に調整されたブレーキセンサの設定値が記録されてい

ます。これは機体固有の設定ですので、破損などによ

りソウサボックスやブレーキセンサの交換を行った場

合、また同センサの位置がずれた場合等は、次の手順

に基づき初期設定を行ってください。 
 
(1) 準備するもの 

 使い切った状態のネットロール(紙芯) 
 
※ＰＴＯ駆動は必要ありませんが、電源が必要です。 
※ネットロールは相当品(９５ｍｍ程度の円柱形状の

もの)でも代用可能です。 
 
(2) 出荷調整モードの起動 

①「作業選択」ツマミを「１０」または「１１」(右一

杯)に合わせます。 
②「ネット巻付け」スイッチを押しながら電源を入れ

ます。 
③「状態表示｣部に「３」が表示され、ブザーが「ピッ、

ピッ、ピッ」と鳴り出荷調整モードが起動します。 
④スイッチから手を離します。 
 
(3) 初期設定の仕方 

①「作業選択」ツマミを「４」に合わせます。 
②部品の干渉（図参照）に注意しながら「ゲート」ス

イッチを上側に操作し、ブレーキアームをネットロ

ールをセットできる程度に開きます。 

③「使い切ったネットロール」をセットします。 
④「ゲート」スイッチを下側に操作し、ブレーキアー

ムでネットロールを固定します(バネのたわみが１

～２ｍｍ程度)。 
⑤ネットロールが固定されていることを確認します

(後方から押しても前方にずれない)。 
⑥「スタートストップ」スイッチを約３秒押し続ける

と(この間、「状態表示」部に「３、２、１」表示)、
ブザーが鳴り、新しい設定が記録されます。 

⑦ツマミを「１０」に合わせるとネットロールの残量

（％）が表示されるので、紙芯がセットされた状態

で「０」、ブレーキアームを開くにつれて数値が上昇

することを確認する。 
⑧電源を切ります。 
 
 
・調整時はシリンダ動作範囲の制限がないため、フレ

ーム等との干渉に注意して操作して下さい 
 

 
 
 
 
 
 
 
５－３－９．ラジコン部品のチャンネル合わせ 
 本作業機に付属のラジコン送信機、は誤動作防止の

ため、製品出荷時の組み合わせ以外は作動しない様に

なっています。 
 送信機又は受信機の破損等で部品を交換した場合、

次の手順に基づきチャンネル合わせを行ってください。 
 

 
①ラジコン受信器の固定用ネジ３本を取外します。 
②ソウサボックスの電源を投入し、「作業選択」ツマミ

を「４」～「１１」に合わせます（ラジコン受信機

とコントロールボックスをつなぐ配線は取付けたま

まの状態です）。 
③受信機の、登録スイッチを２秒以内押します。この

時、登録スイッチが点滅します。 
④上記③の操作後、５秒以内に、送信機のＡ「開始」

ボタンまたはＢ「停止」ボタンを押します。 
⑤正しく登録されると登録スイッチが２秒間点灯しま

す。 
⑥ラジコン受信機を元通り固定します。 
 
 
 
 
 

イジェクタが上昇した状態 
（センサは反応しない) 

テンションアーム 

ジキセンサ 

マグネット 
(裏側) 

  取扱い上の注意 

登録スイッチ 

受信機裏側 
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５－３－１０．メンテナンスモードの使い方 
 

 
(1) 起動の仕方 

①ソウサボックスの電源を切ります。 
②「作業選択」ツマミを「４」に合わせます。 
③「ネット交換」スイッチを押しながら電源を入れま

す。 
④状態表示部に「４」が表示され、ブザーが「ピッ、

ピッ」と２回鳴りメンテナンスモードが起動します 
 

(2) 使い方 

 起動後、「作業選択」ツマミを指定の箇所に合わせま

す（一覧参照）。ツマミの選択位置に応じて、 
①「ゲート」スイッチを上下すると電動シリンダ等の

装置が作動します。 
②センサなどのＯＮ／ＯＦＦに応じて状態表示部の

表示やスタートストップスイッチの点灯・消灯が変

わります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) メンテナンスモード一覧 

 
ツマミ 

の位置 
ゲートスイッチを操作 

したときの動作 
表示内容 

1 

 

(手動) 

コンベアシリンダの伸縮 

 上(閉)：シリンダ伸 

 下(閉)：シリンダ縮 

コンベアシリンダのジキセンサの反応 

 10 の位：伸側センサ ON で「１」、OFF で「０」 

  1 の位：縮側センサ ON で「１」、OFF で「０」 

スタートストップスイッチ： 

 点灯：正常、点滅：異常(エラー「９０」) 

2 

(自動

…) 

ネット繰出しシリンダの伸縮 

 上(閉)：シリンダ伸 

 下(閉)：シリンダ縮 

1 の位：ネット繰出しセンサ(キンセツスイッチ) 

      ON で「１」、OFF で「０」 

小数点右：繰出し中(ゴムローラ回転中)点灯 

3 

(全自

動) 

ナイフリセットシリンダの伸縮 

 上(閉)：シリンダ伸 

 下(閉)：シリンダ縮 

ナイフリセットシリンダのジキセンサの反応 

 10 の位：伸側センサ ON で「１」、OFF で「０」 

  1 の位：縮側センサ ON で「１」、OFF で「０」 

4 

ブレーキシリンダの伸縮 

 上(閉)：シリンダ伸 

 下(閉)：シリンダ縮 

ブレーキセンサ(カクドセンサ)の入力 

 ０～９９ 

5 

パワーパッケージの電磁弁作動 

 上(閉)：シリンダ伸(ゲート閉)側

       電磁弁作動 

 下(閉)：シリンダ縮 (ゲート開)側

       電磁弁作動 

 10 の位：ベール排出センサ ON で「１」、OFF で「０」 

  1 の位：ゲート閉センサ ON で「１」、OFF で「０」 

小数点右：「ベールが排出された」と判断すると点灯、 

       スタートストップスイッチを押すと消灯 

6 
 上(閉)：パトライト作動 

 下(閉)：ホーン作動 

ラジコン送信機の信号受信 

 10 の位：Ａボタンの信号受信で「１」、受信なしで「０」 

  1 の位：Ｂボタンの信号受信で「１」、受信なしで「０」 

7 割当てなし 

8 設定値表示：ブレーキアーム開位置 

9 設定値表示：ブレーキアーム閉位置 

10 設定値表示：新品ネットの固定位置 

11 

割当てなし 

設定値表示：ネット紙芯の固定位置 

 
 

 
・メンテナンスモードにより動作確認を行う際は、

必ずトラクタのＰＴＯを停止してください。予 
期せぬ動作により、けがをする恐れがあります。 

 

１０の位 １の位 

状態表示部 

小数点右 

 

 ・ 注 意 
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 本作業機は、機械の動作に関するいくつかの設定を

調整することができます。通常これらの設定を変更す

る必要はありませんが、部品交換などにより調整の必

要が生じた場合、またはより状況に適した作業を行い

たい場合は、下記に従って設定をしてください。設定

は「５－４－２．ソウサボックスによる設定変更の仕

方」（Ｐ42）に基づき行なってください。 
 
 
・設定の調整は、本作業機の動作を十分に理解し 
た上で行ってください。不適切な調整は、作業 
性能の低下や梱包したベールの品質低下につな 
がる恐れがあります。 

 
 
５－４－１．調整可能な項目  
(1) コンベア間欠運転の動作設定 

 コンベア間欠運転時のコンベア動作時間・停止時間

を調整することができます。 
①コンベアの動作時間･･･電動シリンダが伸びてから

再び縮み始めるまでの、シリンダ停止時間 
②コンベアの停止時間･･･電動シリンダが縮んでから

再び伸び始めるまでの、シリンダ停止時間。 
 
 
・設定値を大きくするとシリンダが停止している 
時間が長くなり、値を小さくすると短くなります。 

 
 
(2) ネット巻き付け時のブレーキ強さ設定 

 本作業機では、ネット巻付け時に「ネットロールの

自重＋ブレーキアームがネットロールを押さえつけ

る（ブレーキをかける）」ことでネットに張力を与え

ています。この際、ネットロールの残量にかかわらず、

ネットの張力が一定となるような制御が行なわれてい

ます。 
 新品（に近い状態）のネットロールと残量の少ない

ロールでは自重が異なります。ネットに一定の張力を

与えるため、新品に対しては弱いブレーキを、残量の

少ないものに対してはより強いブレーキをかけてい

ます。ブレーキ強さは、 
 ①新品ネットロールに働くブレーキ強さ 
 ②使い切ったネットロール（紙芯）に働く 
  ブレーキ強さ 
の２つの設定値により調整します（その中間的な状態

では比例制御を行ないます）。設定値を大きくするとよ

り強いブレーキが、小さくするとより弱いブレーキが

かかります。 
 
 

 
 
・ネットロールが新品と紙芯の中間の大きさの時 
に、ブレーキ強さを調整する場合は「②使い切 
ったネットロール（紙芯）に働くブレーキ強さ」 
の数値を調整してください。 
 

 
 ブレーキの強さは、ネット

巻付け中にブレーキが働い

た時の、ブレーキアームに作

用するバネのたわみ量で確

認することができます。 
 バネのたわみは、新品のネ

ットロールがセットされて

いる時に7ｍｍ前後、使い切

ったネットロール（紙芯）が

セットされている時、１４ｍ

ｍ前後になるよう設定され

ています。 
 
(3) コンベア起動圧力、成型終了圧力の設定 

 コンベア起動圧力、および成型終了圧力を調整する

ことができます。 
 
 
・コンベア起動圧力はリリーフバルブ圧力（３．０）

よりも低く、成型終了圧力はリリーフバルブ圧力 
よりも高く設定してください。 

 リリーフバルブ圧力と成型終了圧力の差が小さ 
すぎる、または大きすぎると誤動作の原因となり 
ます。 

・成型終了圧力を上げると、作業機の動力が増える 
ことになります。上げ過ぎるとトラクタのエンジ 
ンがストップしたり、作業機駆動部のシャーボル 
トが切断される原因となります。 
   

(4) ネット残量警告の判定値の設定 

 ネットロールの残量が少ない場合、ネット巻付け終

了時に警告「１９」が発生します。エラーで警告する

のは、ネットロールのネット部分の残りが、新品の５％

(設定値)程度以下になった場合です。設定値を大きく

すると、残量がより多い状態で警告が発生します。 
 
(5) その他の設定 

①ベール排出判定の設定 
 「全自動」または「自動 ネット巻付けまで」を選択

している場合、自動ベール排出時に「ベールが排出さ

れた」と判断されるのは「ゲートが開いてから、ベー

ル排出センサが設定時間ＯＮになった後、再びＯＦＦ

になった」場合です。この「設定時間」は調整するこ

とが出来ます。

５‐４ 高度な設定 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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・設定時間を短くすると、走行時の振動などによ 
り「排出された」と誤って判断する場合があり 
ます。 

・設定時間を長くすると、ベールが排出されセン 
サが「ＯＮ」→「ＯＦＦ」となっても「排出さ 
れた」と判断しない場合があります。 
  

②ベール排出の最小動作時間 
 自動ベール排出時、「ベールが排出された」と判断さ

れた時点でゲート開動作が停止しゲート閉動作に移り

ます。このとき、「排出された」と判断されても設定さ

れた時間はゲート開動作がなされます。この「設定時

間」は調整することが出来ます。 
 
 
・設定時間を短くすると、ゲートの開きが不十分 
で排出時にベールがゲートに当たって零れが多 
くなる場合があります。 

・設定時間を長くすると、油圧回路に必要以上に 
負荷がかかり、トラブルの原因となります。 
  

③ゲート加圧エラーの設定 
 作業開始後のゲート加圧時、設定時間経過しても圧

力がコンベア起動圧に達しない場合、「エラー16」が

発生します。この「設定時間」は調整することが出来

ます。 
 
 
・設定時間を短くすると、加圧時間が不十分とな 
りエラーが発生しやすくなる場合があります。 
 

 
５－４－２．ソウサボックスによる設定変更の仕方 
(1)設定変更モードの起動 

①トラクタのＰＴＯを停止し、ソウサボックスの電源

を入れます。 
②「作業選択」ツマミを、４～１１に合わせます（こ

の状態では、状態表示部に数値は表示されません）。 
③「スタートストップ」スイッチを押し続けます。 
④ブザーが「ピッ、ピッ」と鳴り、「状態表示」部に数

値が表示されたらスイッチから手を離します。 
 
(2)設定変更の仕方 

①「作業選択」ツマミを変更したい設定項目にあわせ

ます（詳細は「５－４－３．設定項目と工場出荷時

の設定一覧」参照）。 
②「ゲート」スイッチを上下に操作すると、表示され

ている設定値が変わります。 
③変更が終了したら、もう一度「スタートストップ」

スイッチを押し続けます。ブザーが「ピーッ」と鳴 
 り、設定値が記憶され、表示が消えます。 
 

 
 
・複数の設定を変更するときは、①～②の操作を繰

り返した後、③の操作を行います。 
・設定変更を途中でやめたい場合は、電源スイッチ

をオフにしてください。変更は記憶されません。 
 

 
(3)出荷時の設定に戻す 

 設定値を出荷時の状態に戻すには、次の操作を行い

ます。 
①設定変更モードを起動します。 
②「作業選択」ツマミを１（手動)に合わせます。 
③「ネット巻付け」スイッチを約５秒間押し続けます

（押している間、十の位の表示が｢5､4､…、1｣と減

少します）。ブザーが「ピーッ」と鳴り、工場出荷時

の設定が呼び出されます。 
④もう一度「スタートストップ」スイッチを押し続け

ます。ブザーが「ピーッ」と鳴り、設定値が記憶さ

れ、表示が消えます。 
 
５－４－３．設定項目と工場出荷時の設定一覧 
※１ 機体により異なります 

設 定 項 目  
ツマミ

の 
番号 

出荷時

の 
設定 

単位  
(出荷設定の

換算値 )  
ベール排出判定 

の設定 １ ５０ 
１０ミリ秒 
(０．５秒) 

コンベア間欠運転

の動作時間 ３ ２０ 
５０ミリ秒 

(１秒) 

コンベア間欠運転

の 
停止時間 

４ １０ 
５０ミリ秒 
(０．５秒) 

新品ネットロール

にはたらく 
ブレーキ強さ 

５ ３０ 
※1 

２０ミリ秒 
(０．６秒) 

使い切ったネット

ロールにはたらく 
ブレーキ強さ 

６ ７０ 
※1 

２０ミリ秒 
(１．４秒) 

コンベア起動圧力 ７ ２.０ 
メガパスカル 
(２．０ＭＰａ) 

成型終了圧力 ８ ５.０ 
メガパスカル 
(５．０ＭＰａ) 

ネット残量警告の 
設定 ９ ５ 

％ 
（５％） 

ベール排出の 
最小動作時間 １０ ４０ 

１００ミリ秒 
(４秒) 

ゲート加圧エラー 
の設定 １１ １０ 

秒 
(１０秒) 

  取扱い上の注意   取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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 ５‐５ 配線図 
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５－６ 油圧配管図 
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 万一、機械の調子が悪い場合は、不調処置一覧表に

基づき処置してください。 
ネットバインディング装置部等、上部の点検・調整

には、はしごを使用し行なってください。 
本機に立て掛けの際は、倒れたり、ぐらつきの無い様

にしっかりと固定して行なってください。 
 

 

 

 

 原因や処置の仕方がわからない場合は下記事項とと

もに購入先にご相談ください。 
１． 製  品  名 
２． 部品供給型式（型式） 
３． 製 造 番 号 
４． 故 障 内 容      （できるだけ詳しく） 
 
 
(1)ソウサボックスに表示されるエラー 

 エラーが発生すると、ソウサボックスのブザーが「ピ

ーッ、ピーッ、ピーッ」と鳴り続け、「状態表示」部に

エラー番号が点滅表示されます(作業機側ではホーン

が間欠音でなり続け、パトライトが点滅)。 
 エラーが発生した場合はＰＴＯを停止し、番号に

応じた処置を行ってください。エラーはソウサボック

スの電源を切るまで解除されませんので、作業を再開

する場合は一度電源を切った上で、状況に応じた操作

を行ってください。 
 

症    状 原     因 処     置 

 
・ブザー間欠音と共に 
 番号「１０」が点滅 
 
(ネット巻付け時、巻き

数が足りない) 

 
・「不調処置一覧表ネットバインディン

グ」（Ｐ50）参照 

・トラクタのエンジンとＰＴＯを停止。原因

を検証し対処「不調処置一覧表ネットバイ

ンディング」（Ｐ50） 
その後、「３－４－３ 個別に操作する場

合」(P27)「３－２－２ 手順５ ②ネット

の二度巻きの仕方」(P27)に基づきネット

巻付けを２度行う(エラー後は巻付けが不

十分になる場合があるため) 

 
・本機を点検・調整する時、回転部や可動部に巻 
き込まれ、ケガをする事があります。 

 ＰＴＯおよびエンジンを切ってから行ってください。 
・ゲートを開けての点検・調整中、不意にゲート 
が閉まり、挟まれてケガをする事があります。 

 ストップバルブをロックし、ゲートを確実に固 
定してください。 
 

 
・ネットバインディング装置を点検・調整中、ネ 
ットフレーム内に手を入れると、ナイフが動き出

しケガをすることがあります。  
 ネットフレーム内には絶対に手を入れないで 
ください。 
 

 
・機械に異常が生じた時、そのまま放置すると、 
破損やケガをする事があります。 
取扱説明書に基づき行ってください。 

・傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、ト 
ラクタや作業機が不意に動き出して、思わぬ事 
故を起こす事があります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

・ＰＴＯおよびエンジンをとめずに点検・整備を 
すると、第三者の不注意により、不意に作業機 
が駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。 
ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
部がとまっている事を確かめて行ってください。 

・油圧の継手やホースにゆるみや損傷があると、 
飛び出る高圧オイルでケガをする事があります。 
補修もしくは部品交換してください。 
継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力を 
無くしてから行ってください。 

・不調処置・点検・整備のために外したカバー類 
を取り付けずに作業すると、回転部や可動部に 
巻き込まれ、ケガをする事があります。 
元通りに取り付けてください。 
 

１ 不調処置一覧表 

６ 不調時の対応 

 ・ 警 告  

 ・ 危険 

 ・ 注 意  
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・電磁弁のゴミの詰まり 
・電磁弁の固着 

・電磁弁の分解・清掃 
 

・電装品の接続不良、断線、故障 ・補修または部品交換 

 
・ブザー間欠音と共に 
 番号「１５」が点滅 
 
（作業開始時、ゲート

閉センサが反応しな

い） ・ゲート開口部に付着物があり、ゲー

トが閉まらない ・付着物を取り除く 

・電磁弁のゴミの詰まり 
・電磁弁の固着 

・電磁弁の分解・清掃 
 

・セイギョボックスの故障 
 ・部品交換 

・電装品の接続不良、断線 
 ・補修または部品交換 

 
・ブザー間欠音と共に 
 番号「１６」が点滅 
 
(作業開始時、ゲート圧

力が規定圧に達しな

い(「３－４－２．作業

の流れと基本的な使

い方」(Ｐ26)) 
・パワーパッケージ作動油の劣化、温

度上昇による粘度低下 

・作動油の交換、冷却 
・リリーフ圧の調整(「５－２－１１．リリ

ーフバルブ圧力の調整」(Ｐ36)参照) 
・コンベア起動圧の調整(「５－４ 高度な

設定」(Ｐ41)参照) 
 

・ブザー間欠音と共に 
 番号「１７」が点滅 
 
(自動ベール排出時、規

定時間経過してもベ

ール排出を検出しな

い) 

・ベールイジェクタの調整不良 
・センサの故障 
・電装品の接続不良、断線、故障 

・「５－３－７．ベール排出センサの調整」(Ｐ
39)に基づきセンサの反応を確認。反応が

あればセンサの調整、または「５－２－１

０．ベールイジェクタの調整」(Ｐ36)に基

づきイジェクタの調整。反応がなければセ

ンサ・コード確認、補修又は部品交換。 

・ブザー間欠音と共に 
 番号「１８」が点滅 
 
(ネットロールがセッ

トされていない) 
 

・ネットロールがセットされていない ・ネットロールをセットする 
 

・ネット巻付け終了

時、ブザーが「ピッ、

ピッ、ピッ」と鳴り、

番号「１９」が点滅 
 

・ネットロール残量が残り少ない ・ネットロールの残量を確認し、交換 

・ブザー間欠音と共に 
 番号「２０」が点滅 
 
(ナイフリセット伸セ

ンサが反応していな

い) 
・ブザー間欠音と共に 
 番号「２１」が点滅 
 
(ナイフリセット縮セ

ンサが反応していな

い) 

・シリンダが動作していない。 
・センサの故障 
・センサの調整不良 
・電装品の接続不良、断線、故障 
 

・「５－３－２．ナイフリセットシリンダの

動作確認とセンサの調整」(Ｐ37)に基づき

確認。不良部を調整、補修または部品交換。 
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・ブザー間欠音と共に 
 番号「２２」が点滅 
 
(コンベア伸センサが

反応していない) 
 

・シリンダが動作していない。 
・センサの故障 
・センサの調整不良 
・電装品の接続不良、断線、故障 

・「５－３－３．コンベア駆動シリンダの動

作確認とセンサの調整」(Ｐ38)に基づき確

認。不良部を調整、補修または部品交換。 

・ブザー間欠音と共に 
 番号「２３」が点滅 
 
(コンベア縮センサが

反応していない) 
 

・電源投入時又は作業開始時のシリン

ダリセット動作警告(ブザーが「ピッ、

ピッ、ピッ」と鳴り、番号が一時的

に点滅した場合) 

・異常ではありません 

・ブザー間欠音と共に 
 番号「３２」が点滅 
 
(ブレーキシリンダ動

作のタイムオーバー) 
 

・シリンダが動作していない 
・センサの故障 
・電装品の接続不良、断線・ネットロ

ールがセットされていない 
・バッテリが弱っている 

・「５－３－１０．メンテナンスモードの使

い方」(P40)に基づきブレーキシリンダ・

センサの動作確認。不良部を補修または部

品交換。 

・電源スイッチのオン／オフ操作が速

すぎた。 

・ソウサボックスの電源スイッチを、「ＯＦ

Ｆ」の位置を１秒以上保った後、  
電源スイッチを再度入れ直す。 

・ブザー間欠音と共に 
 番号「４０」～ 
「４９」が点滅 
 
(ソウサボックスの内

部処理不良) 
 

・ソウサボックスの故障、初期設定不

良 
 

・部品交換、当社営業所または販売店に修理

依頼 

・ブザー間欠音と共に

番号「９０」が点滅 
 
(ソウサボックスとセ

イギョボックスの通

信が確立されていな

い。) 
 

・電装品の接続不良、断線、故障 ・補修または部品交換 

・「９９」が点滅 
 
(ネット交換中の警告

表示) 
 

・異常ではありません 
 

・ネットロールを装着後、もう一度 
ネット交換スイッチを押す。 

 



 
-49- 

(2)各部位ごとの不具合 

 
 症    状 原     因 処     置 

・ＰＴＯの高速始動 ・ＰＴＯを低速回転にして始動 シ

ャ

ｌ

ボ

ル

ト

部 

・シャーボルトが切断 
 する ・ローラ、ローラカバー間にコーンの茎

部等が挟み込んでいる ・ローラカバーを外して取り除く 

・給油不良 ・パイプ（オス・メス）摺動部、スパ

イダ、安全カバー取付部に給油 
パ

ワ

ｌ

ジ

ョ

イ

ン

ト

部 

・異音の発生 
・角度がつき過ぎている ・旋回走行を大きくする 

・電動シリンダが動作 
 しない ・電装品の接続不良、断線、故障 ・補修または部品交換 

・コンベアベルトが張られていない ・「５－２－３．コンベアベルトの張

り調整」(Ｐ34)基づき張り調整 ・コンベアベルトがス 
 リップして搬送され 
 ない ・コンベア駆動ローラの摩耗、コーン付

着 ・部品交換、付着物の除去 

・電動シリンダのベース部の取付け位置

が悪い 

・「５－２－４．Ｖベルトのストッパ、

シリンダベースの調整」(Ｐ34）に

基づき調整 

・電動シリンダのテンションスプリング

の調整が不適切 

・「５－２－５．Ｖベルトテンション

スプリングの調整」（Ｐ34）に基づ

き調整 

・駆動Ｖベルトが滑

り、コンベアベルト

が作動しない 

・ジキセンサの取付け位置が悪い 
・「５－３－３．コンベア駆動シリン

ダの動作確認とセンサの調整」(Ｐ
38)に基づき調整 

・ベルトストッパの位置が悪い 
・「５－２－４．Ｖベルトのストッパ、

シリンダベースの調整」(Ｐ34）に

基づき調整 
・定置作業時に、コン

ベアベルトが間欠

動作を行なわない ・コンベア間欠運転の動作間隔が適正で

ない 
・「５－４ 高度な設定」(Ｐ41)に基づ

き間欠運転の設定を調整 

・コンベアベルトを張りすぎている ・５－２－３．コンベアベルトの張り

調整」(Ｐ34）に基づき張り調整 
・「５－２－４．Ｖベルトのストッパ、

シリンダベースの調整」(Ｐ34）に

基づき調整 

コ

ン

ベ

ア

部 

 

・駆動Ｖベルトの異常 
 発熱 

・Ｖベルトがつれ回っている 
・「５－４ 高度な設定」(Ｐ41)に基づ

き間欠運転の設定を調整 
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・ベアリング部の給脂不良 ・「２-３ 給油箇所一覧表」（Ｐ19）に

基づき処置 
・ローラチェーンの給油不足 ・オイル補充、ブンパイキ調整 

オ

ｌ

ガ

部 

・異音の発生 

・ローラチェーンの張り不良 ・「５－２－１．ローラチェーンの張

り調整」(Ｐ33）に基づき調整 

・異常発熱 ・オイル量が適正でない ・「２-３ 給油箇所一覧表」（Ｐ19）に

基づき処置 
ギ

ヤ

ボ

ッ

ク

ス

部 

・異音の発生 ・ギヤ、シャフト、ベアリングの破損 ・部品交換 

・ローラに細断物が付着している ・付着物の除去 
・ローラ、ローラカバー間にコーンの茎

部等が挟み込んでいる ・ローラカバーを開けて取り除く 

・ローラチェーンの給油不足 ・オイル補充、ブンパイキ調整 ・異音の発生 

・ローラチェーンの張り不良 ・「５－２－１．ローラチェーンの張

り調整」(Ｐ33）に基づき調整 
・ローラチェーンの給油不足 ・オイル補充、ブンパイキ調整 

ロ

ｌ

ラ

部 

・ローラチェーンの発熱 
・ローラチェーンの張り不良 ・「５－２－１．ローラチェーンの張

り調整」(Ｐ33）に基づき調整 

・電動シリンダが動作 
 しない ・電装品の接続不良、断線、故障 ・補修または部品交換 

・ネットがゴムローラ 
 に巻付く 

・ネットフレーム部スクレーパが曲がっ

てゴムローラとのスキマが広くなって

いる 
・スクレーパの曲がりを直す 

・巻付け途中でにネッ 
トが切れる 

・「ネット巻付け」動

作途中で繰出しが

止まる 

・ネットブレーキが強すぎる ・「５－４ 高度な設定」(Ｐ41)に基づ

きブレーキ強さの設定を調整 

・プーリとＶベルトとの間でスリップし

ている 

・「５－２－４．Ｖベルトのストッパ、

シリンダベースの調整」(Ｐ34）「５

－２－５．Ｖベルトテンションスプ

リングの調整」（Ｐ34）に基づき調

整 

・ネットブレーキが強すぎて、前作業で

のネット巻付け切断時にネットがゴム

ローラ部まで引き戻された 

・「５－２－８．ネットブレーキスプ

リングの調整」(Ｐ35）に基づき調

整 
 

・ネットが繰出されな 
い 

・ネットフレーム部スクレーパが曲がっ

てゴムローラとのスキマが狭くなり、

ゴムローラが回転していない 
・スクレーパの曲がりを直す 

 
・ネットの通し方が適正でない 
 

・「３－３－１．ネットロールの装着

と交換」(Ｐ22)に基づき装着 
・ナイフ又はシャバーが摩耗・破損し 
 ている 
・ナイフとシャバーの間にスキマがあ 
 る 

 
・「５－２－７．ナイフとシャバーの

調整」(Ｐ35)に基づき交換又は裏返

して再取付 

 

ネ

ッ

ト

バ

イ

ン

デ

ィ

ン

グ

部 

 

 

・ネットが切れない 

・ナイフアームが正規の位置に止まっ 
 ていない 

・「５－２－６．ナイフアームのセッ

ト調整」(Ｐ34）に基づき調整 
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  ・ナイフリセットが正常に行われず、シ

リンダが不適切な位置で停止する 

・「５－３－２．ナイフリセットシリ

ンダの動作確認とセンサの調整」

(Ｐ37)に基づき調整 

・電磁弁のゴミの詰まり 
・電磁弁の固着 ・電磁弁の分解・清掃 

・ストップバルブが閉じられている ・ストップバルブを開く 

・油圧系統の破損・油漏れ ・「５－６ 油圧配管図」(Ｐ45)に基づき

処置 

・ゲートが動作しない 

・電装品の接続不良、断線、故障 ・補修または部品交換 

・作業を中断した 
・作業の中断を避ける（「３－４－２．

作業の流れと基本的な使い方」(Ｐ
25)参照） ・作業中にゲートが開 

 く 
・油圧系統の破損・油漏れ 

・「５-６ 油圧配管図」(Ｐ45)に基づき

処置 
 

・ＰＴＯを止めて排出しようとしている ・トラクタのＰＴＯを接続したまま排

出する ・ベールが排出されな 
 い 

・急傾斜地で排出しようとしている ・平坦な場所で排出 

・油圧金具のゆるみ ・増し締めをする 

・油圧ホースの破損 ・部品交換 

・油圧シリンダ、油圧ブロックの摩耗 ・部品交換 
 

油

圧

部 

／ 

ゲ

ｌ

ト

開

閉

部 

 

 
・油漏れ 

・パワーパッケージオイル注油栓からオ

イルが吹き出る（オイルの入れすぎ） 
・・「２-３ 給油箇所一覧表」（Ｐ19）
に基づき処置 

・ベールが左右不均一な形で仕上がって

いる 

・「３－４－５．作業の種類による注

意事項」(Ｐ28)に基づきホッパへの

投入方法を調整 

・刈り取り時のコーンの水分が高すぎる ・コーンの水分を調整して刈り取り作

業を行なう 

排

出

ベ

ｌ

ル 

・こぼれ（崩れ）が多

い 

・定置作業時ネット巻付け中に細断物を

投入した 

・パトライト点灯時は投入しない（「３

－４－２．作業の流れと基本的な使

い方」(Ｐ25)参照） 

・電動シリンダの異音

が発生 
・動作範囲の設定が不適切(ストロークエ

ンドに達している) 

・「５－３－２．ナイフリセットシリ

ンダの動作確認とセンサの調整」

(Ｐ37)、「５－３－３．コンベア駆

動シリンダの動作確認とセンサの

調整」(Ｐ38)に基づき調整 

電

装

品 

・電源が入らない 
 

・コード・ボックス類の接続不良、断線、

故障 ・補修または部品交換 
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